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��さあさあ、、でかけよう! 美作国へでかけよう! 美作国へ　������～～
��市政トピックス市政トピックス　　　　　　������～～
��人事異動人事異動　　　　　　　　　������～～
��お知らせワイド版お知らせワイド版　　　　　������～～
��真庭が好きっ読者の広場真庭が好きっ読者の広場　　������～～
��研鑽に栄誉研鑽に栄誉　　　　　　　　������～～
��ぐるっと真庭まちの話題ぐるっと真庭まちの話題　　������～～

（��に表紙の説明）

つ な が ろ う

！

建国１３００ 年記念
いよいよ
はじまるよ～

美 作
国
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美 
作 
国
へ

さ
あ
、で
か
け
よ
う
！

　

美
作
国
が
誕
生
し
て
�
�
�
�
年
を
迎
え
ま
し
た
。
建
国
の
日
と
さ
れ
る

�
月
�
日
の
記
念
祝
賀
セ
レ
モ
ニ
ー
（
津
山
城
・
鶴
山
公
園
）
を
皮
切
り
に
、

美
作
圏
域
を
ひ
と
つ
に
つ
な
ぐ
イ
ベ
ン
ト
が
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の

大
切
な
�
年
に
、
私
た
ち
の
美
作
の
歴
史
や
自
然
、
観
光
の
魅
力
に
触
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。
そ
こ
に
は
未
来
を
切
り
開
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る
は
ず
。
次

な
る
郷
土
の
明
日
に
向
け
て
、「
さ
あ
、
で
か
け
よ
う
！
」

イベント名、開催日、場所、問い合わせ先の順（地図上の番号は開催場所の位置）

��津山城天守復元～今こそ和っしょい津山城～津山城天守復元～今こそ和っしょい津山城～
��月月��日～日～����日 津山城（鶴山公園）日　津山城（鶴山公園）　��������--����--��������

��第第��回全国国分寺回全国国分寺サミットサミッ ト��������in美作国分寺 in 美作国分寺
����月月����日・日・����日 史跡美作国分寺跡など日　史跡美作国分寺跡など　��������--����--��������

��「武蔵を知る」ラッピング列車と武蔵まつり「武蔵を知る」ラッピング列車と武蔵まつり
列車列車��月～・まつり月～・まつり����月 智頭線・武蔵の里周辺月　智頭線・武蔵の里周辺　��������--����--��������

��おもちゃフェスティバルおもちゃフェスティバル
��月月����日～日～����日 湯郷温泉街日　湯郷温泉街　��������--����--��������

��春のあわくら温泉まつり春のあわくら温泉まつり
��月月����日 国民宿舎あわくら荘駐車場日　国民宿舎あわくら荘駐車場　��������--����--��������

��西粟倉ヒルクライムin若杉天然林西粟倉ヒルクライム i n 若杉天然林
��月月��日 若杉天然林周辺日　若杉天然林周辺　��������--����--��������

��野村萬斎狂言公演野村萬斎狂言公演
��月月����日 勝央文化ホール日　勝央文化ホール　��������--����--��������

��金太郎こども角力大会金太郎 こども角力大会 ～～こども角力と大関琴欧州・琴国関による大相撲イベントこども角力と大関琴欧州・琴国関による大相撲イベント～～

��月月��日 勝央北小学校日　勝央北小学校　��������--����--��������

��菜の花まつり菜の花まつり
��月月����日・日・����日 中島西果樹園日　中島西果樹園　��������--����--��������

��横仙歌舞伎四季の公演「春」横仙歌舞伎四季の公演「春」
��月月����日 松神神社歌舞伎舞台日　松神神社歌舞伎舞台　��������--����--��������

� 美作国建国����年記念事業実行委員会事務局　TEL ����-��-����　 FAX ����-��-����

美作国がミステリー世界に変わる！？

������������������
  Ｈ���� �Ｈ����
［場所］ 美作地域の歴史・観光スポットなど
ミステリー小説を片手に、謎解きをしながら美作圏
域を巡る企画です。小説の内容をヒントに各地の歴
史・観光スポットで謎解きに挑戦。美作市在住の作
家・あさのあつこさんが書き下ろすミステリーの世
界に足を踏み入れてみませんか。小説は９月に美作
地域の市役所・役場、観光協会、コンビニエンスス
トアなどで配布する予定です。

ワシも一緒に
お出かけじゃ

み
ま
さ
か
の
く
に

建国１３００年をまるごと楽しむ

観光イベントガイド＜春夏号＞
記念イベントや美作地域の
歴史・観光スポット、グル
メ情報などを詳しくまとめ
た「観光イベントガイド＜
春夏号＞」が完成しました。
観光案内所や駅などで手に
入れることができます。お
出かけ前には必ずこれを！
（Ａ４版２０ページ）

すもう

美作国キャラクター
かたみくん
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市町村イベント（抜粋）
各市町村で開催されるイベントも盛りだくさん！

��出雲への道～大歳神社と出雲大社のつながりから見えること出雲への道～大歳神社と出雲大社のつながりから見えること
��月月��日 新庄村ふれあいセンター日　新庄村ふれあいセンター　��������--����--��������

��ひかりを繋ぐ美作・真庭のひかりを繋ぐ美作・真庭の��������年年
平成平成����年度中 真庭市内各地年度中　真庭市内各地　��������--����--��������

��「「聖人・山田方谷と真庭の門人たち」シンポジウム聖人・山田方谷と真庭の門人たち」シンポジウム
��月月����日 北房文化センター日　北房文化センター　��������--����--��������

��やま弁（建国やま弁（建国��������年記念弁当）発売年記念弁当）発売
平成平成����年度中の土日祝日 道の駅奥津温泉ほか年度中の土日祝日　道の駅奥津温泉ほか　��������--����--��������

��岡山県立森林公園フラワーフォトトレッキング岡山県立森林公園フラワーフォトトレッキング
��月月��日・日・��日 岡山県立森林公園日　岡山県立森林公園　������--��������--��������

��発泡スチロールの巨大昆虫が三休公園に出現！！発泡スチロールの巨大昆虫が三休公園に出現！！
��月月����日～日～��月月��日 三休公園日　三休公園　��������--����--��������

��みさきめぐり～美作国美咲、歴史文化の再発見ツアー～みさきめぐり～美作国美咲、歴史文化の再発見ツアー～
秋頃（秋頃（��～～��回） 美咲町内観光地回）　美咲町内観光地　��������--����--��������

��はすの花まつりはすの花まつり
��月 宮地やすらぎの里月　宮地やすらぎの里　��������--����--��������

��久米南町・NARUTO- ナルト‐まつり久米南町・NARUTO- ナルト‐まつり
��月 久米南町文化センター月　久米南町文化センター　��������--����--��������

さあ、でかけよう ！ 美作国へ

２０１３年は
懐かしい×新しい
が見つかる
本記念事業は「懐かしく新しい未来へ還ろう」をテーマとしています

※さらに詳しい情報は、「美作国建国����年」のウェブサイトでご覧になれます。��������������	
	�	��������

ナルトが美作国を駆け巡る！

�����������������������
  Ｈ�������Ｈ����� ��
［場所］ JR津山線、姫新線、因美線
奈義町出身の人気漫画家・岸本斉史さんの大ヒッ
ト作「NARUTO- ナルト- 疾風伝」のキャラクタ
ーが描かれた列車が美作国を走ります。期間中は
ほぼ毎日運行し、各地で関連イベントが繰り広げ
られます。列車の運行予定は、公式HPをご覧く
ださい。
http://www.mimasaka-naruto.jp/

スタンプためて賞品ゲット！

�����������	�
�
  Ｈ�������Ｈ����� � �
［場所］ 美作地域の歴史・観光スポット
美作国の歴史や文化、観光地などを訪ね
るスタンプラリー。観光施設や協賛店舗
などで手に入るパスポートを持って出か
けてみましょう。街道歩きをしながら割
引特典やグルメを楽しんで、スタンプが
たまったらプレゼントに応募を。

開幕記念式典
� � �（ 日 ） ��：��-��：��
津山文化センター

■開幕式典　 ��：��～
■記念講演会  ��：��～

［講師］セーラ・マリ・カミングスさん

長野冬季オリンピック
を機にアメリカから日
本に移住。利酒師の資
格を取得し酒造場の再
建に取り組みながら、
日本文化の素晴らしさ
を外国人の視点でとら
え、伝統あふれるまち
づくり活動を行う。

入場
無料
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美
作
は
ひ
と
つ

　

江
戸
時
代
初
期
、正
保
�
年（
�

�
�
�
年
）
刊
行
の
俳
諧
書
「 
毛 け

 
吹  
草 
」
が
、
美
作
国
名
産
と
し
て

ふ
き 

く
さ

取
り
上
げ
た
産
物
は
�
品
で
、『
塩

硝
、
木
地
、
高
田
硯
、
誕
生
寺
誕

生
木
数
珠
ニ
用
之
、
法
然
上
人
誕

生
所
也
』
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
時

は
、
森
家
が
美
作
一
国
を
治
め
て

い
た
時
代
で
、
政
治
的
に
美
作
は

ひ
と
つ
で
し
た
。
元
禄　

年
（
�

��

�
�
�
年
）
に
森
家
が
改
易
と
な

り
美
作
国
内
が
分
割
さ
れ
て
も
、

「
美
作 
鬢  
鏡 
」
や
「
美
作
風
土
略
」

び
ん 

か
が
み

「
美
作
鏡
」
な
ど
、
美
作
は
一
つ
の

範
囲
と
し
て
語
り
続
け
ら
れ
、
美

作
を
ひ
と
ま
と
ま
り
と
考
え
る
意

識
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。 

ま
た
、江
戸
時
代
の
大
名
は
、

将
軍
家
へ
の
献
上
品
や
他
の
大
名

へ
の
贈
答
品
に
、
御
国
元
（
領
内
）

の
産
物
を
用
い
る
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。
津
山
藩
主
の
松
平
家

で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
名
産
品
を
贈

っ
て
い
ま
す
が
、
最
近
の
研
究
に

よ
れ
ば
、
必
ず
し
も
松
平
家
領
内

の
産
物
の
み
で
は
な
か
っ
た
と
い

い
ま
す
。
松
平
家
に
と
っ
て
「
国

元
」
と
は
、
領
地
で
は
な
く
美
作

国
を
指
し
て
い
た
の
で
す
。

美
作
を
紡
ぐ
も
の

  
私
た
ち
が
長
い
年
月
受
け
継
い

で
き
た
美
作
と
は
、
一
体
何
な
の

で
し
ょ
う
か
。
地
域
の
文
化
を
代

表
す
る
も
の
と
し
て
言
葉
が
あ
り

ま
す
が
、
美
作
の
方
言
に
は
、
古

代
の
言
葉
が
色
濃
く
残
さ
れ
て
い

る
と
い
わ
れ
ま
す
。
美
作
で
分
か

ら
な
い
方
言
を
聞
い
た
ら
、
国
語

辞
典
で
は
な
く
、
古
語
辞
典
で
調

べ
れ
ば
そ
の
意
味
が
分
か
る
と
い

う
冗
談
も
あ
る
ほ
ど
。
し
か
し
、

言
葉
は
閉
鎖
的
に
受
け
継
が
れ
て

き
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
美
作

の
人
々
は
、美
作
国
成
立
前
か
ら
、

山
陰
や
山
陽
を
は
じ
め
と
す
る
各

地
と
物
資
の
交
流
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
都
と
諸
国
を
結

ぶ
官
道
の
整
備
が
進
み
、
美
作
国

が
成
立
し
た
後
に
は
、
そ
の
交
流

範
囲
は
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
っ
た

で
し
ょ
う
。
中
世
に
な
っ
て
武
士

社
会
が
到
来
す
る
と
、
多
く
の
武

将
が
遠
く
離
れ
た
所
領
へ
と
移
り

住
み
ま
し
た
。
関
東
や
九
州
か
ら

美
作
に
や
っ
て
来
る
武
将
も
い
ま

し
た
。戦
国
の
世
を
経
て
、慶
長
�

年（
�
�
�
�
年
）、美
作
国
に
入

封
し
た
森
家
は
、
家
臣
や
商
人
・
職

人
た
ち
と
共
に
、
出
身
地
で
あ
る

東
美
濃
地
域
の
言
葉
や
習
慣
を
も

た
ら
し
、そ
の
後
の
松
平
家
も
、越

前
や
越
後
、あ
る
い
は
江
戸
の
言

葉
や
文
化
を
伝
え
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。 

全
国
へ
と
交
流
が
広
が
り

　和銅�年（���年）�月�日、備前国から北部�郡（ 英  多 ・勝田・
あい だ

苫田・久米・大庭・真島）が割かれ、美作は国として、そして言葉
として誕生しました。それ以前、統一的な地域としての名称があっ
たのかどうかは分かりません。しかし、この時、私たちが住むこの
地は、名実ともに「美作」となりました。今から����年前、私たち
の大先輩はその一歩を踏み出し、美作の歴史を歩み始めたのです。
美作という地域がこれまで培ってきたものについて、津山郷土博物
館の尾島治館長にお話を伺いました。

���������	�
��
����������	�
��

たて よこ

津山郷土博物館   尾  島   治    館長
お じま おさむ

　建国１３００年記念事業では、美作国の歴史
冊子「みんなで学ぶ・ふるさと美作のあゆ
み」を制作しています。旧石器時代から現
代までの美作の出来事をまとめた１冊。写
真やコラムなどをふんだんに使っており、
楽しく学べる内容になっています。美作地
域の小学校などに配られるほか、図書館で
も見ることができるようになります。

美作のことがとっても
よく分かる冊子なんじ
ゃ。やさしい言葉で書か
れていて丁寧な解説も。
これを見てワシももう
１回勉強しよ。

��������	
�
��������	
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さあ、でかけよう ！ 美作国へ

※さらに詳しい情報は、「美作国建国����年」のウェブサイトでご覧になれます。��������������	
	�	��������

婚
姻
の
範
囲
も
拡
大
す
る
と
、
さ

ら
に
多
く
の
風
俗
や
習
慣
に
触
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し

た
体
験
を
積
み
重
ね
る
中
で
、
あ

ら
ゆ
る
も
の
が
混
然
一
体
と
な
り

な
が
ら
、
私
た
ち
の
美
作
は
か
た

ち
づ
く
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

生
き
続
け
る
美
作

　

明
治
維
新
を
経
て
、
近
代
的
な

行
政
組
織
が
整
備
さ
れ
て
い
く
過

程
で
、
美
作
全
体
を
行
政
区
画
と

し
た
北
条
県
は
、
明
治
�
年
（
�

�
�
�
年
）、
備
前
・
備
中
・
美
作

を
統
合
す
る
岡
山
県
へ
と
発
展
的

に
解
消
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、

古
い
制
度
や
考
え
方
は
解
体
し
て

い
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
私

た
ち
に
は
、
皆
の
気
持
ち
を
一
つ

に
す
る
何
か
が
残
り
ま
し
た
。 

こ

の
地
に
生
ま
れ
、
こ
の
地
に
育
っ

た
私
た
ち
、
そ
し
て
今
、
平
成　
��

年
（
�
�
�
�
年
）
の
こ
の
地
に

生
き
る
私
た
ち
の
中
に
、
こ
の
地

の
土
と
水
と
空
気
が
育
ん
だ
も

の
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
生
き
続

け
る
も
の
、
そ
れ
を
、
私
た
ち
は

美
作
と
呼
ぶ
の
で
し
ょ
う
。

美作国の天保国絵図

天保国絵図は、天保�年（����年）に江戸幕府からその作
成が命じられ、同�年（����年）に完成。山や川、道路な
どのほか、郡別に色分けされた楕円形の枠内には村名と
石高が示され、当時の様子を伺い知ることができます。
（旧旭町の一部が備前国、旧北房町が備中国、旧建部町
の一部が美作国に含まれていたため、現在の美作圏域図
とは形が異なります）

今月の表紙
上段左から�光岡宏文さん（津山市：津山青年会議
所理事長）、石藤延史さん（新庄村：村役場観光担当）、
安藤由貴子さん（美作市：郷土絵本作家）、片田八重
美さん（鏡野町：製作者集団「猪八戒」代表）、重近
房子さん（久米南町：町文化協会副会長）、柴田和真
さん（奈義町：奈義町歌舞音座お囃子隊メンバー）　
下段左から�日名川茂美さん（美咲町：作州絣後継
者認定）、白岩将伍さん（西粟倉村：村役場観光担当）、
原まち子さん（勝央町：街道祭実行委員・いろいろ
ぐみ代表）、三谷弦太郎くん（真庭市：ミュージカル
「みまさか猿神退治」子猿役）

　今月は、美作国建国１３００年記念事業の開
幕に合わせ、美作圏域１０市町村の共同特集
（Ｐ１～５）としています。表紙には、この
記念事業のイベントに参加している人や
実行委員として関わっている人が登場。
（各市町村から１人）この記念事業の目的
である、「美作地域をつなぐ」をイメージ
して制作しました。さあ、つながろう！

��������	
��
�������

��������
約３万年前　 旧石器人が美作に居住
６世紀頃 　美作地域で製鉄が始まる。四ツ塚古墳群が築かれる
７世紀前半　 定古墳群が築かれる
 ６４５　大化の改新
７世紀中期　 大谷１号墳が築かれる
  ７０１　大宝律令制定
  ７１３　備前国の北部６郡を割いて美作国建国。初代国守として

上毛野堅身（かみつけぬかたみ）が就任
 １１３３　法然が美作国（現久米南町）に生まれる
 １１３６　このころ平忠盛が美作国守となる
 １１８４　梶原景時が美作・播磨両国の守護となる
 １２２１　承久の乱で隠岐配流となった後鳥羽上皇が美作国通過
 １３３２　元弘の変で隠岐配流となった後醍醐天皇が美作国通過
 １４４１　美作国守護・赤松満祐が将軍・足利義教を謀殺（嘉吉の乱）
 １５３２　出雲国の尼子詮久が美作・備中両国を攻略
 １５６６　毛利元就が尼子氏を滅ぼし美作国を支配
 １５７５　三浦貞広、高田城を毛利勢に囲まれ開城する
 １５８４　宇喜多秀家が美作国を領有
 １６００　関ヶ原の合戦
 １６０３　森忠政が美作国を拝領（池田忠継が備前国を拝領し、岡

山・津山両藩が成立）
 １６０４　津山城築城（１６１６年まで）
 １６１２　森忠政が湯原温泉の管理を湯本村・美甘惣兵衛に許す
 １６９７　津山藩主の森家が断絶（翌９８年に松平長矩が藩主）
 １７２６　山中一揆が起こる
 １７４４　備中松山藩主石川総慶が伊勢亀山藩主に移封となり飛び

地となった下中津井に陣屋を設置
 １７６４　三河国西尾藩主・三浦明次が２万３千石をもって真島藩

を拝領（勝山藩が成立）
 １７８７　早川正紀が美作国久世代官に転任
 １８２８　横山廉造が真島郡美甘村に生まれる（山田方谷に師事し

たのち医学を修得し、１８５２年美甘村で開業）
 １８７１　廃藩置県で美作に北条県設置（のちに岡山県に統一）
 １８８７　富原地区でスギ・ヒノキの植樹始まる
 １９３４　大風水害（室戸台風）が起こる
 １９５３　昭和の大合併始まる（５３年に北房町、５５年に落合町、勝

山町、久世町、５６年に湯原町設置）
 １９７５　中国縦貫自動車道・吹田 ― 落合間が開通（翌７６年には落

合 ― 北房間開通）
 １９９２　中国横断自動車道 米子自動車道（米子 ― 落合間）が開通
 １９９７　中国横断自動車道 岡山自動車道が開通
 ２００５　町村合併により美作市・真庭市・美咲町が誕生、新たな

津山市・鏡野町が発足
 ２０１３　美作国建国１３００年を迎える



Maniwa ��

■
真
庭
あ
ぐ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進

事
業　
　
　
　
　

�
千
�
�
�
万
円

　

園
芸
相
談
員
設
置
や「
真
庭
市
場
」

の
通
年
営
業
な
ど
に
よ
り
小
規
模
農

家
の
所
得
向
上
な
ど
を
支
援

■
公
有
林
整
備
事
業

�
億
�
千
�
�
�
万
円

　

森
林
整
備
計
画
に
沿
っ
た
下
刈
り

や
間
伐
、
作
業
路
開
設
な
ど

■
間
伐
促
進
事
業
（
単
独
）

�
千
�
�
�
万
円

　

私
有
林（
人
工
林
）の
間
伐
に
対
し

て
補
助

■
観
光
振
興
負
担
金�

千
�
�
�
万
円

　

美
作
国
建
国
�
�
�
�
年
記
念
事

業
、海
の
市
・
山
の
市
な
ど
の
負
担
金

■
道
路
新
設
改
良
事
業

�
億
�
千
�
�
�
万
円

　

市
道　

路
線
の
新
設
改
良
事
業

��

■
公
共
交
通
対
策
事
業

�
億
�
千
�
�
�
万
円

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
ま
に
わ
く

ん
�
」　

路
線
を
運
行
す
る
経
費

��

■
保
育
園
施
設
整
備
費  
�
�
�
万
円

　

勝
山
こ
ど
も
園
と
八
束
保
育
園
の

耐
震
診
断
事
業

�
�
�
�

�
��
��
��
����
�
�
�
��

�
��

�
�
�
�
�

����������

���
���������	
��������

性質別グラフ 歳入一般会計

歳入�
302億�

8,500万円�

使用料および手数料�
3億6,623万円（1.2％）�

その他�
（自動車取得税交付金、�
  ゴルフ場利用税交付金など）�
1億5,979万円（0.4％）�

分担金�
および負担金�
3億2,021万円�
（1.1％） 

繰入金など�
11億7,450万円�
（3.9％） 

市税�
47億8,874万円�
（15.8%）�

市債�
41億2,660万円�
（13.6％）�

県支出金�
15億708万円（5.0％）�

国庫支出金�
22億3,005万円（7.4％）�

地方譲与税 2億9,000万円（1.0％）�

地方消費税交付金�
4億4,460万円（1.5％）�

地方交付税�
148億7,720万円�
（49.1％）�

自主財源(22.0%) 依存財源(78.0%)

※主要事業は、平成��年度に実施する主要事業の中から、新規、拡充する事業を中心に、その一部を掲載しています。

市
の
自
主
財
源
は　

㌫
２２

　

一
般
会
計
の
歳
入
は
、
自
主
的

に
収
入
で
き
る
市
税
な
ど
の
自
主

財
源
と
、
国
や
県
な
ど
に
頼
っ
た

依
存
財
源
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
自

主
財
源
が
多
い
ほ
ど
、
行
政
活
動

の
自
主
性
と
安
定
性
が
あ
る
と
い

え
ま
す
。
真
庭
市
の
自
主
財
源
は

歳
入
全
体
の　

㌫ 
で
、
昨
年
度
よ

��

り
わ
ず
か
に
割
合
が
減
り
、
多
く

を
国
な
ど
に
依
存
し
て
い
る
状
況

で
す
。
自
主
財
源
の
大
半
を
占
め

る
市
税
は
、
税
制
改
正
な
ど
に
よ

る
個
人
市
民
税
、
法
人
市
民
税
、

固
定
資
産
税
な
ど
の
増
額
で
、
前

年
度
比
�
・
�
㌫ 
の
増
。
依
存
財
源

の
大
半
を
占
め
る
地
方
交
付
税

は
、�
・
�
㌫ 
の
減
、市
債
は　

・
�

��

㌫ 
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
障
害
者
福
祉
臨
時
管
理
費

�
億
�
千
万
円

　

旭
川
荘
真
庭
療
育
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
の
建
設
補
助
金

■
常
備
消
防
施
設
臨
時
管
理
費

�
億
�
千
�
�
�
万
円

　

美
作
地
区
�
消
防
本
部
消
防
救
急

デ
ジ
タ
ル
無
線
の
整
備
と
消
防
本
部

庁
舎
耐
震
補
強
改
修
工
事

■
火
葬
場
施
設
整
備
事
業

�
億
�
千
�
�
�
万
円

　

北
部
火
葬
場
実
施
設
計
と
真
庭
火

葬
場
の
造
成
工
事
・
実
施
設
計
な
ど

■
飲
用
水
供
給
施
設
整
備
事
業

�
億
�
千
�
�
�
万
円

　

水
道
未
普
及
地
区
の
施
設
整
備
な
ど

■
学
校
施
設
整
備
事
業

　

億
�
千
�
�
�
万
円

��

　

市
内
小
中
学
校
の
新
改
築
工
事
や

耐
震
補
強
工
事

■
教
師
力
ア
ッ
プ
推
進
事
業

 
�
�
�
万
円

　

学
力
向
上
プ 
ロ
ジ
ェ 
ク 
ト
事
業
な
ど

■
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業　

�
千
�
�
�
万
円

　

地
域
自
主
組
織
や
地
域
づ
く
り
委

員
会
の
事
業
に
対
す
る
補
助
な
ど

■
庁
舎
建
設
事
業
費

�
億
�
千
�
�
�
万
円

　

落
合
公
民
館
の
解
体
と
落
合
地
域

総
合
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）の
工
事

　

平
成　

年
度
の
当
初
予
算
は
、
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙

��

を
控
え
て
い
る
た
め
、
経
常
的
な
経
費
や
継
続
的
事
業
の
経

費
な
ど
を
中
心
と
す
る
骨
格
予
算
で
す
。
緊
急
性
を
要
す
る

景
気
・
雇
用
対
策
は
国
の
動
向
も
注
視
し
つ
つ
、
引
き
続
き

地
域
経
済
の
再
生
と
雇
用
増
大
に
向
け
て
取
り
組
み
、
こ
れ

ま
で
計
画
的
に
進
め
て
き
た
普
通
建
設
事
業
な
ど
重
点
事
業

は
市
民
生
活
へ
の
影
響
も
考
慮
し
、予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
�
�
�
億
�
千
�
�
�
万
円
で
、

前
年
度
当
初
予
算
額
と
比
較
す
る
と　

億
�
千
�
�
�
万
円

��

（
�
・
�
㌫
増
）
の
増
額
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

�問
 
　

総
務
部
財
政
課　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�

Ⅰ

�
�
・
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

Ⅱ

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

Ⅲ

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

Ⅳ

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

Ⅴ

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
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性質別グラフ 歳出一般会計
特別会計 ���億�����万円（―���）

��億�,���万円（�.�）国民健康保険

�億�,���万円（�.�）後期高齢者医療

��億�,���万円（�.�）介護保険

�,���万円（―�.�）
介護保険
（介護サ－ビス事業）

��億���万円（―��.�）簡易水道事業

�億�,���万円（�.�）浄化槽事業

�億�,���万円（―��.�）農業集落排水事業

��億�,���万円（―��.�）公共下水道事業

�,���万円（―��.�）分譲宅地事業

�,���万円（―��.�）津黒高原観光事業

���万円（―��.�）クリエイト菅谷事業

�億�,���万円（―�.�）温泉事業

公営企業会計 ��億��万円（―���）

�億�,���万円（―�.�）農業共済事業

��億�,���万円（��.�）水道事業

��億�,���万円（―��.�）
国民健康保険
湯原温泉病院事業

歳出�
302億�

8,500万円�

人件費 �
63億3,931万円�
（20.9％）�

維持補修費�
4億8,777万円（1.6％）�

扶助費�
29億9,034万円�
（9.9％）�

公債費�
43億5,984万円�
（14.4％）�

物件費�
40億5,824万円�
（13.4％）�

補助費等�
34億949万円�
（11.3％） 

普通建設事業費�
51億7,387万円�
（17.1％） 

義務的経費(45.2%)

消費的経費(26.3%)

投資的経費(17.2%)

その他の経費(11.3%)

災害復旧事業費�
4,210万円（0.1％）�

その他（繰出金、積立金など）  �
34億2,404万円（11.3％）�

切
れ
間
な
く
施
策
実
行

　

骨
格
的
な
予
算
編
成
で
す
が
、

切
れ
間
な
く
施
策
を
実
行
す
る
た

め
、
継
続
す
る
政
策
事
業
な
ど
を

で
き
る
だ
け
計
上
し
て
い
ま
す
。

性
質
別
で
見
る
と
、
毎
年
必
要
な

人
件
費
な
ど
義
務
的
経
費
、
後
年

度
に
残
ら
な
い
物
件
費
な
ど
消
費

的
経
費
、
将
来
に
残
る
建
設
事
業

費
な
ど
投
資
的
経
費
、
積
立
金
な

ど
そ
の
他
の
経
費
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
普
通
建
設
事
業
費
は
、
落
合

地
域
総
合
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
建

設
や
小
中
学
校
新
改
築
工
事
な
ど

で
前
年
度
比　

・
�
㌫ 
の
増
。
人
件

��

費
は
職
員
数
の
減
少
で
�
・
� 
㌫ 
の

減
、
繰
出
金
は
簡
水
事
業
特
別
会

計
な
ど
へ
の
繰
り
出
し
減
で
�
・
�

㌫ 
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※（  ）内は前年度比（%）

平成２６年度完成予定 落合地域総合センター（仮称）

基本設計完成し、いよいよ建設工事着工へ
　平成��年度末の完成を目指す「落合地域総合センター（仮称）」の基本設計が
出来上がりました。  今後、実施設計を行い、そして建設工事が進められます。

　真庭市は、利便性や機能性など庁舎
の果たす役割と庁舎の耐震性の検証を
行いました。その結果、落合庁舎、落
合公民館の建て替えが重要な課題とな
りました。住民サービスの向上を図り、
行政効率を一層高めるために、市は平
成��年�月に落合支局庁舎並びに落合
地域総合センター建設検討委員会を設
置し、センターの基本理念や方針をま
とめた基本計画を策定。計画を基に、
基本設計を完成させました。市民に開
かれた多機能な地域総合センター。平
成��年度から工事が始まります。

外観イメージ

内観イメージ

※骨格予算に肉付けされた全体予算は、�月補正後に別冊予算号でお知らせします。
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トピックス�

島
田
政
幸（
美
甘
）

優
良
消
防
団
員
章

小
林　

敏（
北
房
）　

福
本
修
司（
落
合
）

植
木
公
徳（
落
合
）　

爲
本
雅
和（
久
世
）

酒
井
祐
治（
美
甘
）　

増
田
貴
弘（
美
甘
）

宮
本
靖
之（
美
甘
）　

小
野
田
友
輝（
美
甘
）

　

岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
労
章

山
下　

豊（
北
房
）　

前
田
基
美（
落
合
）

梶
岡
泰
士（
勝
山
）　

坂
本
浩
利（
美
甘
）　

丸
尾
英
治（
湯
原
）　

石
田
秀
章（
蒜
山
）

森
岡
久
豊（
消
防
本
部
）

勤
続
章

松
下　

榮（
落
合
）　

前
田
克
則（
久
世
）

石
尾　

守（
久
世
）　

牧　

和
雄（
勝
山
）

安
田
祐
二（
美
甘
）　

西
田
浩
之（
湯
原
）

小
谷
正
人（
蒜
山
）　

池
田
有
宏（
蒜
山
）

優
良
婦
人
消
防
隊

真
庭
市
女
性
消
防
隊
（
福
島
万
理
、
長
須

久
美
子
、植
木
美
圭
、佐
山
布
久
江
、西
田

佳
寿
江
、瀧
野
睦
美
、白
石　

幸
）

岡
山
県
知
事
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

南
條　

靖（
北
房
）　

岡
�
隆
男（
久
世
）

消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

庄
司　

興（
久
世
）　

沼
田　

実（
勝
山
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章

藤
元　

敬（
本
部
）

精
績
章

山　

員
章（
落
合
）　

岡
田
宣
弘（
落
合
）

木
村
道
之（
久
世
）　

沼
田　

実（
勝
山
）

山
邊
尚
史（
湯
原
）　

牧
原
雅
幸（
蒜
山
）

 
平
成　

年
真
庭
市
消
防

���
�
�

　

�
月　

日
、
真
庭
市
消
防
初
出
式
が
白
梅
総
合
体
育
館

��

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
消
防
職
・
団
員
な
ど
約
千
人
が
出

席
し
た
式
で
は
、
団
長
訓
辞
な
ど
が
行
わ
れ
、
士
気
を
高

め
ま
し
た
。
ま
た
、
長
年
消
防
活
動
に
尽
力
し
た
団
員
ら

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
掲
載
は
、
岡
山
県
消
防
協
会
長
表

彰
功
労
章
以
上
で
す
。 

（
敬
称
略
）

全��分団���部
全団員数　�����人（平成��年�月�日現在）

蒜山方面隊
�分団��部編成
（団員数：���人）
方面隊長　高見貴敬

湯原方面隊
�分団��部編成
（団員数：���人）
方面隊長　山邊尚史

美甘方面隊
�分団�部編成
（団員数：���人）
方面隊長　澤本基兄

勝山方面隊
�分団��部編成
（団員数：���人）
方面隊長　金本栄治

久世方面隊
�分団��部編成
（団員数：���人）
方面隊長　坂根秀行

落合方面隊
�分団��部編成
（団員数：���人）
方面隊長　芦田有正

北房方面隊
�分団��部編成
（団員数：���人）
方面隊長　沼田泰郎

小野田賢祐 中島秀典 山本美津夫

藤元　敬

消防団新幹部紹介
　�月�日付けで異動がありました。
方面隊長以上の幹部を紹介します。

副団長

団長

 きれいに隊列が組まれ、厳粛に行われた初出式
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市政に関する動きの一部を紹介します

阿口小学校の児童�人が
漫画に挑戦しました。ク
ラブ活動に招かれた同校
卒業生の漫画家・大塚さ
とみさんが、漫画の工程
や描き方を指導。児童は、
鉛筆で下書きした漫画を
インクを使って丁寧にペ
ン入れ（清書）しました。

�������クラブ活動で漫画に挑戦 ！

幼児体操教室修了式が久
世体育館で行われまし
た。�～�歳の幼稚園・保育
園児��人が参加し、保護
者らが見守る中、マット
運動や跳び箱など�年の
成果を披露。実技発表後、
参加者に修了証が手渡さ
れました。

���������年の練習成果を堂 と々披露

第�回真庭市親睦まにわ
合戦が白梅総合体育館で
開催されました。��チ 
ーム（小学生��、一般�）約
���人が参加。玉入れの玉
で相手チームをけん制し
ながら敵陣の旗を奪い合
い、真庭発のニュースポ
ーツを楽しみました。

�������旗を取れ！ 玉かいくぐり敵陣突入

平成��年安来節全国優勝
大会で優勝した二若修さ
ん（蒜山下福田）が一日
消防長に委嘱されまし
た。高齢者福祉施設・高
瀬ヒルサイドテラスを訪
問。防火設備を点検した
後には、利用者に三味線
の演奏も披露しました。

������安来節の二若さん一日消防長に

市内に住む外国人ママの
交流会が、落合公民館で
行われました。日本語や
風習に悩む海外出身のマ
マを応援しようと初開催。
�家族��人の親子らが参
加し、指遊びや紙芝居、
情報交換などを楽しみ、
親睦を深めました。

�������楽しく遊び、ママ友の輪を広げる

�
������

救
急
安
心
カ
ー
ド
配
布

常
に
携
帯
を
！
だ
か
ら
安
心

家族のカードを救急隊員に渡す場面（寸劇）

　

市
は
、
携
帯
用
緊
急
連
絡
カ
ー
ド
「
救

急
安
心
カ
ー
ド
」
を
作
成
し
、
�
月
上
旬

に
自
治
会
を
通
じ
各
世
帯
に
配
布
し
ま
し

た
。
カ
ー
ド
は
氏
名
や
家
族
の
連
絡
先
、

か
か
り
つ
け
の
病
院
な
ど
を
記
入
す
る
よ

う
に
な
っ
て
お
り
、
事
故
や
災
害
で
意
識

が
な
い
と
き
や
、
家
族
の
気
が
動
転
し
て

い
る
と
き
に
、
救
急
隊
員
に
必
要
な
情
報

を
伝
え
る
た
め
の
も
の
。こ
れ
に
先
立
ち
、

市
消
防
本
部
で
は
�
月　

日
、
使
い
方
を

��

知
る
た
め
の
寸
劇
を
行
い
、
常
に
携
帯
す

る
よ
う
に
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

�
蒜
山
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
里
�開
所

環
境
意
識
の
高
揚
を
目
指
し
て

ケージに放たれたマミ（雌�歳）とタカ（雄�歳）の�羽

　

�
月　

日
、
岡
山
県
自
然
保
護
セ
ン
タ

��

ー（
和
気
町
）か
ら
蒜
山
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
里

に
、
�
羽
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
引
っ
越
し
て

き
ま
し
た
。
同
施
設
は
自
然
保
護
セ
ン
タ

ー
の
サ
ブ
施
設
と
し
て
、
種
の
保
存
や
伝

染
病
発
生
時
の
リ
ス
ク
分
散
な
ど
を
目
的

に
、
市
が
三
木
ヶ
原
地
区
に
整
備
。
総
事

業
費
は
、
約
�
千
�
�
�
万
円
。　

日
に

��

は
、
関
係
者
ら
約　

人
が
出
席
し
て
開
所

��

式
が
行
わ
れ
、
施
設
の
オ
ー
プ
ン
を
祝
い

ま
し
た
。
環
境
学
習
の
場
と
し
て
活
用
さ

れ
る
こ
と
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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総
務
部

○
部
長　

片
岡
信
隆
（
健
康
福
祉
部
長
）

【
総
務
課
】
○
課
長　

大
美
昌
司
（
市
民
環
境

部
市
民
課
長
） 

 
総
合
政
策
局

○
局
長　

吉
永
忠
洋
（
総
合
政
策
局
総
合
政

策
課
長
）

【
総
合
政
策
課
】
○
課
長　

有
元　

均
（
総
合

政
策
局
総
合
政
策
課
行
政
改
革
推
進
室
長
）

○
主
事　

矢
鳴
孝
一
郎
（
新
採
用
）

 
市
民
環
境
部

○
部
長　

川
元
信
義
（
勝
山
支
局
総
務
振
興

課
長
）

【
市
民
課
】
○
課
長　

山
根
眞
一
（
健
康
福
祉

部
福
祉
課
長
）
○
主
事　

古
南
一
馬
（
新
採

用
）

【
環
境
課
】
○
課
長　

横
木
隆
文
（
市
民
環
境

部
環
境
課
総
括
参
事
）

【
税
務
課
】○
主
事
補　

杉
村
修
平（
新
採
用
）

【
債
権
回
収
対
策
課
】
○
課
長　

森
田
耕
司

（
市
民
環
境
部
徴
税
課
長
）○
総
括
参
事　

河

内
勝
彦
（
市
民
環
境
部
市
民
課
総
括
参
事
）

【
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
】○
所
長　

池
端

徹
章（
産
業
観
光
部
農
林
振
興
課
総
括
参
事
）

【
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
に
わ
】○
所
長　

鈴

木
正
和
（
市
民
環
境
部
真
庭
北
部
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
所
長
） 

 
健
康
福
祉
部

○
部
長　

山
口
博
重
（
北
房
支
局
長
）

【
福
祉
課
】
○
課
長　

上
谷
久
子
（
健
康
福
祉

部
福
祉
課
総
括
参
事
）
○
社
会
福
祉
士　

三

村
奈
津
希
（
新
採
用
）

【
健
康
推
進
課
】
○
栄
養
士　

岩
成　

遥
（
新

採
用
）

【
さ
さ
ぶ
き
苑
】
○
所
長　

辻
本
美
由
喜
（
社

会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
）
○
寮
務
主
事　

矢
野
智
美
（
新
採
用
）

 
産
業
観
光
部

○
バ
イ
オ
マ
ス
政
策
統
括
監　

宅
見
幸
一

（
産
業
観
光
部
バ
イ
オ
マ
ス
政
策
課
長
）

【
農
林
振
興
課
】
○
主
事
補　

山
本
翔
太
（
新

採
用
）

【
バ
イ
オ
マ
ス
政
策
課
】
○
課
長　

長
尾
卓 

洋
（
産
業
観
光
部
バ
イ
オ
マ
ス
政
策
課
総
括

参
事
）

 
建
設
部 
 

 

【
水
道
課
】
○
課
長　

宮
本
隆
志
（
建
設
部
水

道
課
総
括
参
事
）

【
下
水
道
課
】
○
総
括
参
事　

古
林
昌
守
（
建

設
部
建
設
課
総
括
参
事
）

 
会
計
管
理
者

○
会
計
管
理
者
・
兼
会
計
課
長　

篠
山
宏
之

（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
に
わ
所
長
）

 
北
房
支
局

○
支
局
長
・
兼
市
民
福
祉
課
長　

平　

義
男

（
建
設
部
水
道
課
長
）

【
総
務
振
興
課
】
○
課
長　

上
山
修
治
（
中
部

環
境
施
設
組
合
所
長
）

 
落
合
支
局

○
支
局
長
・
兼
市
民
福
祉
課
長　

庄
司
史
郎

（
総
務
部
総
務
課
長
）

【
総
務
振
興
課
】
○
課
長　

妹
尾
直
之
（
美
甘

支
局
総
務
振
興
課
長
） 

 
勝
山
支
局

○
支
局
長
・
兼
市
民
福
祉
課
長　

谷
口
誠
一

（
教
育
委
員
会
教
育
次
長
）

【
総
務
振
興
課
】
○
課
長　

榎
原　

薫
（
監
査

事
務
局
長
） 

 
美
甘
支
局

【
総
務
振
興
課
】
○
課
長　

小
谷
英
一
（
蒜
山

振
興
局
市
民
福
祉
課
長
） 

 
教
育
委
員
会

○
教
育
次
長　

吉
田　

昇
（
市
民
環
境
部
環

境
課
長
）

【
学
校
教
育
課
】
○
主
事　

井
上
聖
子
（
新 

採
用
）

【
勝
山
学
校
給
食
共
同
調
理
場
】○
調
理
補　

坂
本
桂
子
（
新
採
用
）

 
議
会
事
務
局

○
議
会
事
務
局
長  
三
村
訓
弘（
落
合
支
局
長
）

 
監
査
事
務
局 

 

○
事
務
局
長　

大
垣
宣
雄
（
会
計
課
総
括
参

事
）

　

平
成　

年
�
月
�
日
付
け
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し

��

た
。
異
動
者
多
数
の
た
め
課
長
・
総
括
参
事
級
以
上
と

新
採
用
・
退
職
者
を
掲
載
し
ま
す
。

　

表
記
は
、
○
新
職
名
・
氏
名
（
旧
任
課
お
よ
び
職
名
）

の
順
で
す
。
新
規
採
用
者
は
、○
新
任
課
お
よ
び
氏
名
。

退
職
者
は
、
○
旧
任
課
お
よ
び
氏
名
の
順
で
す
。

�問  総務部総務課
℡����-��-����

�
�
�
�
平成��年�月�日付
真庭市職員人事異動

異動内容

◆部長級 ��人

◆課長級 ��人

◆新規採用者 ��人
（消防、湯原温泉病院含む）

◆退職者数 ��人

異動する職員総数
����人
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派
遣
等 

【
中
部
環
境
施
設
組
合
】○
所
長　

竹
平
信
孝

（
市
民
環
境
部
税
務
課
総
括
参
事
）

【
社
会
福
祉
協
議
会
】○
総
括
参
事　

竹
内
紀

吉
（
湯
原
支
局
総
務
振
興
課
参
事
）

 
保
育
園
・
幼
稚
園 

 

【
北
房
中
央
保
育
園
】
○
園
長　

廣　

敏
美

（
北
房
中
央
保
育
園　

参
事
）○
保
育
士　

田

村
英
理
（
新
採
用
）

【
落
合
こ
ど
も
園
白
梅
保
育
園
】○
保
育
士　

中
島
由
香
里
（
新
採
用
）
○
調
理
主
事　

石

原
由
枝
（
新
採
用
）

【
美
川
こ
ど
も
園
美
川
保
育
園
】○
園
長　

山

口
理
恵
（
美
川
こ
ど
も
園
美
川
保
育
園
副
園

長
）
○
保
育
士　

服
部
貴
優
（
新
採
用
）

【
河
内
保
育
園
】
○
保
育
士　

徳
永
亜
耶
（
新

採
用
）

【
旦
土
保
育
園
】
○
園
長　

西
村
桂
子
（
木
山

保
育
園
参
事
）

【
久
世
保
育
園
】
○
園
長　

山
�
弥
生
（
勝
山

こ
ど
も
園
参
事
）

【
久
世
第
二
保
育
園
】○
園
長　

池
田
比
呂
子

（
久
見
保
育
園
参
事
）

【
勝
山
こ
ど
も
園
】
○
保
育
士　

牧
原
花
澄

（
新
採
用
）

【
月
田
保
育
園
】
○
保
育
士　

楢
本
美
希
（
新

採
用
）

【
美
甘
保
育
園
】
○
園
長　

小
谷
恵
子
（
八
束

保
育
園
参
事
）
○
保
育
士
補　

植
田　

麻
奈

美
（
新
採
用
）

【
八
束
保
育
園
】
○
保
育
士　

大
塚
貴
子
（
新

採
用
）

【
川
上
保
育
園
】
○
園
長　

内
田
典
子
（
川
上

保
育
園
参
事
）
○
保
育
士　

法
華
早
苗
（
新

採
用
）

【
上
水
田
幼
稚
園
】
○
園
長　

中
田
百
合
子

（
川
東
幼
稚
園
長
） 

【
落
合
こ
ど
も
園
落
合
幼
稚
園
】○
園
長　

山

本
知
子
（
落
合
こ
ど
も
園
落
合
幼
稚
園
副 

園
長
）

【
川
東
幼
稚
園
】
○
園
長　

田
中
順
子
（
健
康

福
祉
部
健
康
推
進
課
参
事
）

【
天
津
幼
稚
園
】
○
園
長　

福
島
真
喜
子
（
呰

部
幼
稚
園
参
事
）

【
久
世
幼
稚
園
】
○
園
長　

平
岡
幸
江
（
美
川

こ
ど
も
園
美
川
幼
稚
園
長
） 

【
米
来
幼
稚
園
】
○
園
長　

山
根
ひ
と
み
（
久

世
幼
稚
園
長
）

 
消
防
本
部  

 

【
予
防
課
】
○
総
括
参
事　

牧
本
武
之
（
消
防

本
部
予
防
課
参
事
）

【
警
防
課
】
○
課
長　

大
森
幹
夫
（
消
防
本
部

警
防
課
総
括
参
事
）
○
総
括
参
事　

原　

克

之
（
消
防
署
本
署
副
署
長
） 

【
総
務
課
付
】
○
総
括
参
事　

池
田
直
正
（
消

防
本
部
総
務
課
付
参
事
）
○
主
事
補　

富
永

　

慧
（
新
採
用
）
○
主
事
補　

竹
内
昇
平

（
新
採
用
）

【
真
庭
消
防
署
】
○
署
長　

宮
本
勝
昭
（
消
防

本
部
警
防
課
長
・
兼
真
庭
消
防
署
長
）
○
副

署
長　

西
山
定
明
（
消
防
署
美
新
分
署
上
級

分
署
長
）
○
副
署
長　

池
田
敏
朗
（
消
防
署

蒜
山
分
署
上
級
分
署
長
）
○
副
署
長　

宮
林

克
己
（
消
防
署
本
署
参
事
）
○
副
署
長　

志

田
勝
彦
（
消
防
署
本
署
参
事
）

【
湯
原
分
署
】
○
上
級
分
署
長　

八
幡
兼
三

（
消
防
署
北
房
分
署　

上
級
分
署
長
）

【
美
新
分
署
】
○
上
級
分
署
長　

森
木　

茂

（
消
防
本
部
予
防
課　

総
括
参
事
）

【
北
房
分
署
】
○
上
級
分
署
長　

浅
田
光
明

（
消
防
署
湯
原
分
署　

上
級
分
署
長
）

【
蒜
山
分
署
】
○
分
署
長　

長
恒　

繁
（
消
防

署
本
署　

副
署
長
） 

 
湯
原
温
泉
病
院

○
事
務
次
長
（
課
長
）　

藤
井
幸
枝
（
事
務
次

長
・
総
括
参
事
）
○
上
級
看
護
師　

池
元
あ

ゆ
み
（
新
採
用
）
○
上
級
看
護
師　

武
久
典

史
（
新
採
用
）
○
上
級
看
護
師　

大
谷
幸
子

（
新
採
用
）
○
上
級
看
護
師　

行
部
三
和
子

（
新
採
用
）○
上
級
理
学
療
法
士　

横
山
美
恵

（
新
採
用
）
○
理
学
療
法
士　

宮
永
一
郎
（
新

採
用
）
○
看
護
補
助　

池
田
久
代
（
新
採
用
）

○
医
事
補　

大
西
昭
子
（
新
採
用
）
○
医
事

補　

森
田
友
子
（
新
採
用
）

 
退
職
者（
�
月　

日
付
） 

��

○
総
務
部
長　

原
田
重
隆
○
総
合
政
策
局
長

　

大
美
康
雄
○
市
民
環
境
部
長　

志
田
浩
一

○
会
計
管
理
者　

平　

和
子
○
議
会
事
務
局

長　

布
野
謙
二
○
勝
山
支
局
長　

古
南
洋
一

○
さ
さ
ぶ
き
苑
課
長　

池
町
伸
吾
○
北
房
支

局
総
務
振
興
課
長　

辻
本　

徹
○
落
合
支
局

総
務
振
興
課
長　

太
田　

明
○
北
房
支
局
市

民
福
祉
課
総
括
参
事　

青
木
治
子
○
蒜
山
振

興
局
地
域
振
興
室
総
括
参
事　

小
野
七
未
○

北
房
中
央
保
育
園
長　

近
藤
玲
子
○
落
合
こ

ど
も
園
白
梅
保
育
園
長　

山
崎
美
紀
子
○
旦

土
保
育
園
長　

妹
尾
多
美
子
○
久
世
保
育
園

長　

丸
山
明
美
○
久
世
第
二
保
育
園
長　

住

田
希
代
子
○
美
甘
保
育
園
長　

檀
多
賀
子
○

川
上
保
育
園
長　

坂
手
東
枝
○
上
水
田
幼
稚

園
長　

山
本
京
子
○
天
津
幼
稚
園
長　

森
本

由
子
○
米
来
幼
稚
園
長　

妹
尾
三
恵
○
河
内

保
育
園
参
事　

灰
原
昭
江
○
真
庭
消
防
署
湯

原
分
署
参
事　

井
手
義
勝
○
市
民
環
境
部
市

民
課
主
任　

暮
松
昌
恵
○
落
合
こ
ど
も
園
白

梅
保
育
園
調
理
主
任　

大
戸
恵
美
子
○
川
東

小
学
校
校
務
主
任　

名
和
京
子
○
さ
さ
ぶ
き

苑
上
級
寮
務
主
事　

花
本
和
ヱ
○
湯
原
温
泉

病
院
上
級
看
護
師　

妹
尾
和
子
○
湯
原
温
泉

病
院
医
事
主
事　

植
本
誠
一

事前説明会（�/��）に集まった新規採用職員
（新規採用職員者全員ではありません）

頑張りま す!!



Maniwa ��

募集期間：�月�日�～��日�サポートセンター支援事業
お知らせワ イ ド
���������	����
����

　真庭市産業サポートセンターでは、地域産業振興を図るため、市内の企業や団体のチャレンジを支援
しています。平成��年度からは支援率をアップします。対象は事業者同士の連携による取り組みや新ビ
ジネスの創出につながる事業など。申請方法など詳しくはお問い合わせください。

�問   産業観光部バイオマス政策課　西本　℡����-��-����

岡山・大阪・広島行き高速バス停留所が新設されました
お知らせワ イ ド
���������	����
����

　�月�日から、真庭市内に高速バス�路線の停留所

が新たに設置され、都市部とのアクセスが良くなりま

した。岡山・大阪・広島方面へお出かけの際には、ぜ

ひご利用ください。予約制の路線もありますので、事

前にそれぞれのバス会社にお問い合わせください。

�問   市民環境部市民課　杉村

　℡����-��-����

■岡山行き 中鉄北部バス ℡����-��-����

天満屋
バスＣ

岡山駅
北房
水田

落合
高校前

真庭市
役所前

勝山

��：���：���：���：���：���：��

行き
��：����：����：����：����：����：��

��：����：����：����：����：����：��

��：����：����：����：����：����：��

�：���：���：���：���：���：��

帰り
��：����：����：����：����：����：��

��：����：����：����：����：����：��

��：����：����：����：����：����：��

■岡山行き 日ノ丸自動車 ℡����-��-����

岡山駅
西口

湯原
温泉口

蒜山
犬挟

関金
温泉

倉吉駅
倉吉
営業所

��：�����������：���：���：��行き

��：��������������：����：����：��帰り

■大阪行き 日交高速バス予約Ｃ ℡����-��-����
大阪
弁天町

なんば
久世
Ｉ Ｃ

湯原
温泉口

蒜山
犬挟

倉吉
バスＣ

��：����：���：���：�������：��行き

��：����：����：����：���������：��帰り

■大阪行き 備北高速バス予約Ｃ ℡����-��-����
大阪
梅田

中国
追分

サン
プラザ

落合
I C

北房
呰部

中国
新見

��：���：���：���：���：���：��

行き
��：����：����：����：����：����：��

��：����：����：����：����：����：��

��：����：����：����：����：����：��

�：����：����：����：����：����：��

帰り
��：����：����：����：����：����：��

��：����：����：����：����：����：��

��：����：����：����：����：����：��

■広島行き 日交高速バス予約Ｃ ℡����-��-����
広島バスC湯原温泉口倉吉駅鳥取駅前

��：�������：���：��

行き ��：���������：���：��

��：���������：����：��

�：���������：����：��

帰り ��：���������：����：��

��：���������：����：��

※緑字の箇所が新設された停留所とその発着時刻です。
料金などその他詳細については、各バス会社にお問い
合わせください。

�����������
��������������

支援率支援事業の内容事業名

�/�以内
※主たる連
携先が市外
事業者の場
合は�/�　 

�社以上の事業所が連携した事業
　①新製品の開発等に関する事業　②地産地消の拡大等に関する事業
　③農林産品の二次加工・付加価値の拡大等に関する事業
　④異業種分野への新規参入事業

産業連携支援事業

バイオマス資源を利用し、将来的に事業化や量産化が見込める技術や
製品の開発及びその販路開拓事業

バイオリファイナリー
研究開発事業

事業所連携型事業（�社以上の事業所が連携し、新たなビジネスモデル
の創出に向けての仕組みづくりを行うための事業）

新ビジネスモデル
創出事業 地域連携型事業（�社以上の事業所と地域組織等営利を目的としない組

織が連携し、新たなビジネスモデルの創出及び地域等での課題解決の
ための仕組みづくりを行うための事業

���������	
応援
 し ま す

支援限度額 　

�������万円
平成��年度から　  　　　　

�支援率 ������にア ッ プ



��� Maniwa

薪ストーブユーザーの森づくりトンボの里プロジェクト
お知らせワ イ ド
���������	����
����

平成��年度から
お知らせワ イ ド
���������	����
���� 広告を募集しています

お知らせワ イ ド
���������	����
����

　身近な山にはコナラやクヌギなどの広葉樹が手つかずのまま生い茂り、里山の機能が失われつつあり
ます。そんな里山の機能再生のために、津黒いきものふれあいの里で行われているのが「トンボの里プ
ロジェクト」。薪ストーブユーザーが『薪人』となって山に入り、燃料調達と里山再生を同時に行う活
動をします。里山整備の原点に帰った森づくりに参加してみませんか。

�問   市民環境部環境課　金田　℡����-��-����

■開催期間　�月��日�～��月�日�

■場所　津黒いきものふれあいの里・トンボの森

■年会費　������円／年

　薪代、昼食代、保険代、機械損料などを含む

■定員　��人　※定員に達し次第締め切り

■申込期限　�月��日�

■申込方法　環境課にお越しいただくか、電話でお

申し込みください（住所、氏名、年齢、連絡先、

現在の薪の入手方法、チェーンソー使用経験の有

無をお尋ねします）

薪人プログラム薪人プログラム
・�月��日�
　事業説明、現場確認、チェーンソー講習
・��月��日�
　薪づくり…択伐、丸太切り
・��月��日�
　薪づくり…択伐、丸太切り、薪割り
・��月�日�
　薪づくり…択伐、丸太切り、薪割り

※全日程に参加できる人が対象です

薪ストーブを持っていて

���������	
��������	

��������	
��
そう思っている人
あなたこそ薪人です！

������������
まきびと

　真庭市コミュニティバス・まにわくん�には、
有料広告を掲載することができます。市内全域
を走るまにわくん�で、会社や団体のＰＲをし
てみませんか。

�問   市民環境部市民課　杉村
　℡������������

■掲載場所　コミュニティバス車体の側面、後面
　　　　　　（サイズは車両によって異なります）
■掲載方法　広告を印刷したマグネット板を車体
　　　　　　へ貼付（広告主作成）
■掲載期間　�年間
■掲載料金　側面…������円／年（税込み）
　　　　　　後面…������円／年（税込み）
　掲載期間が�年に満たない場合は月割計算
■申込方法　「真庭市コミュニティバス広告掲
載申込書」に必要書類を添えて、市民課へ提出
してください。（申込書は市民課、振興局・各
支局市民福祉課にあります）

�����������に
広 告�������

　平成��年度から市税の納付方法が変わりま
す。平成��年度はその準備期間として、口座振
替の変更など各種手続きのご案内をしますの
で、ご協力をお願いします。

�問   市民環境部税務課　℡����-��-����

�����
������

市県民税・固定資産税・国民健康保
険税をまとめ、年��期に分けて納付
する「集合税納付方式」から、税目
ごとに納める「税目別納付方式」に
変わります。市県民税と固定資産税
は年�期、国民健康保険税は今まで
どおり年��期での納付となります。
　
個人の市県民税（普通徴収）と固定資
産税の全期分を一括納付した場合に
報奨金を交付していましたが、この
制度を廃止します。これは、給与天引
きで納付する人などが恩恵を受けら
れないことなどから、税の公平性を
保つために実施するものです。

【変更】
集合税納付
から

税目別納付へ

【廃止】
全期前納
報奨金制度



Maniwa ��

「語りの学校」受講生募集民話を後世に語り継ごう
お知らせワ イ ド
���������	����
����

�月からの徴収方法��歳以上の介護保険料
お知らせワ イ ド
���������	����
����

　真庭市地域には多くの民話が残っています。教育委員会では、それらの民話を集めた「真庭市の民話」
の編集・発刊を進めていますが、実際に民話を語ることのできる人は徐々に少なくなってきています。
そこで、民話が語れるようになることを目的とした講座を開講します。誰でも参加できますので、気軽

にご参加ください。 �問   教育委員会生涯学習課　横山　℡����-��-����

◆内容　講義と実技で、民話の「語り」のノウハウを学びます。

◆受講料　�����円（�回を通した資料代）　◆申込期限　�月��日�まで

◆申込先　久世公民館　℡����-��-����

※各会場�回以上の参加で、修了証書を発行します。

講師 「立石おじさん」こと

立石 憲利さん
（岡山民俗学会名誉理事長）

定員時間日にち会場定員時間日にち会場

��人
��：��～

��：��

①�月��日�八
束
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

��人
��：��～

��：��

①�月��日�

久
世
公
民
館

②�月��日�②�月��日�

③�月��日�③�月��日�

④�月�日�④�月�日�

⑤�月��日�⑤�月��日�

⑥�月��日�⑥�月��日�

生涯学習講座 「立石おじさんの語りの学校」

�����������������

　�月支給の年金から平成��年度介護保険料の特別徴収（仮徴収）が始まります。この特別徴収の対象
になるのは、すでに特別徴収で納めている人と平成��年�月�日から��月�日までに被保険者になった

人です。 �問   健康福祉部高齢者支援課　菱川　℡����-��-����

受給する年金から天引きする

�������������������

①保険料の納め方
　年金が支給される前にあらかじめ介護保険料が
差し引かれます。平成��年度の保険料は�月に決
定（本算定）します。�月分は本算定により増減
し、��月～�月分は年間保険料からすでに納めた
保険料を除いた額を�回に分けて納めます。

 特別徴収 ②特別徴収の開始時期
　開始時期は、介護保険の被保険者になった時期
によって次のとおり異なります。それまでの間は
普通徴収（納付書または口座振替）で納めます。

　普通徴収の納期は�月～翌年�月までの10回
で、納付書または口座振替で納めます。本算定後
の�月中旬に納付書を送付します。

 普通徴収

介護保険の被保険者になった時期開始時期

平成��年�月�日～��月�日�月

平成��年��月�日～��月�日�月

平成��年��月�日～平成��年�月�日�月

平成��年�月�日～�月�日��月翌年
�月

��月��月�月�月�月
年金の
支給月

本徴収仮徴収納め方

（本算定－仮徴収）
÷�回

本算定
により
増減　

今年�月の　
保険料と同額

保険料
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予防接種のススメ風しんが流行しています
お知らせワ イ ド
���������	����
����

特定健康診査がより受けやすく真庭市国保加入者の皆さまへ
お知らせワ イ ド
���������	����
����

生まれてくる赤ちゃんのために

������������������

女性は妊娠前に
▼

予防接種を受けましょう
接種後�カ月は避妊が必要です。接
種回数は、子どもの頃の接種を含め
て�回です。

成人男性は
風しんにかかったことがない人
予防接種を受けていない人
どちらも不明な人

▼

予防接種を受けましょう

妊娠中の女性の家族は
▼

予防接種を受けましょう
妊婦は予防接種ができません。�歳
児と小学校入学前�年間はＭＲワク
チンの定期無料接種を受けましょう。

第�期（平成��～��年度）特定健康診査等実施計画策定

�����・��������������������
　特定健康診査（特定健診）は、メタボリックシンドロームを早期発見・予防し、生活習慣病の発症を
防ぐための健診です。生活習慣病は発症するまで、ほとんど自覚症状がなく、気付いた時にはすでに重
症化しているということがよくあります。重症化してしまうと、高額な医療費も必要になります。健康
のためにも、金銭面の負担を増やさないためにも、特定健診を受診しましょう。
 �問   市民環境部市民課　植木　℡����-��-����

�
�
�
�
��
�
�
�

�
�
�
��
��
�

【変更点】
平成��年度からこれまで変更項目種類

�����������円費用特定健康診査

�������������円Ａコース費
用

人間ドック
�������������円Ｂコース

�����歳の真庭市
国民健康保険加入者

��～��歳の真庭市
国民健康保険加入者

対象者

�月�日～��月��日�月�日～��月��日受診期間

※特定健診の対象者は、これまでどおり��～��歳の真庭市国保加入者で、受診期間
は�月�日～��月��日までです。社会保険加入者は、勤め先に確認してください。

　特定健診を受診した結果が、一
定の基準に該当する（生活習慣の
改善が必要とされる）場合には、
「特定保健指導」の利用券が送付さ
れます。この保健指導は、医師や
保健師、栄養士などの専門家から、
無料で生活習慣病予防の支援を受
けることができるものです。必ず
利用しましょう。

特定保健指導を利用し、
生活習慣を見直そう！

※真庭市の国民健康保険に加入している人が、職場
の健診や自費で人間ドックを受けた場合には、健診
結果を市役所までお知らせください。特定健診を受
けたものとみなします。

特定健康診査年齢別受診率（平成23年度）�

40～49歳� 50～59歳� 60～64歳� 65～74歳� 合計�
0�

5

10�

15

20�

25

30

35
（%）�

13.1%

21.0%

31.2% 32.8%
28.8%

　平成��年は、風しんが過去�年で最も多い年でした。風しんは、発熱や発疹、リンパ節の膨張などを
主な症状とする病気で、妊娠中（特に妊娠初期）の女性がかかると、生まれてくる赤ちゃんの目や耳、
心臓などに障がいが見られることがあります。そのような病気にならないよう、家族みんなで予防接種
を受けましょう。費用は�回約�万円です。 �問   健康福祉部健康推進課　瀧口　℡����-��-����
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平成��年�月�日現在
（　）は前月との比較

　

危
険
物
取
扱
者
試
験
お
よ
び
事

前
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

■
試
験
日　

�
月　

日
�

��

■
試
験
会
場　

岡
山
市
・
倉
敷
市
・

津
山
市

■
申
込
期
間　

�
月　

日
�
〜　

��

��

日
�

　

受
験
願
書
は
真
庭
市
消
防
本
部

お
よ
び
各
分
署
に
用
意
し
て
い
ま

す
。
ま
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
受
験
申
込
（
電
子
申
請
）
も
可

能
で
す
。
詳
し
く
は
、
�
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

を
ご
覧
下
さ
い
。

■
事
前
講
習
会

○
日
時　

�
月　

日
�　

午
前
�

��

時
〜
午
後
�
時　

分
��

○
場
所　

久
世
エ
ス
パ
ス
ラ
ン
ド

○
申
込
期
限　

�
月　

日
�
ま
で

��

に
真
庭
市
消
防
本
部
お
よ
び
各
分

署
で
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
不
明
な
点
は
真
庭
市
消
防
本
部

ま
で
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

真
庭
市
消
防

本
部
予
防
課　

牧
本

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

昨
年
か
ら
家
畜
伝
染
病
予
防
法

に
よ
っ
て
、
指
定
さ
れ
た
家
畜
を

飼
っ
て
い
る
人
は
、
定
期
報
告
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。様
式
に
つ
い
て
は
、

岡
山
県
ま
た
は
真
庭
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

■
提
出
期
限
と
対
象
動
物

【
�
月　

日
�
】
ウ
シ
・
シ
カ
・
ウ

��

マ
・
ヒ
ツ
ジ
・
ヤ
ギ
・
ブ
タ
・
イ

ノ
シ
シ
な
ど

【
�
月　

日
�
】
ニ
ワ
ト
リ
・
ア
ヒ

��

ル
・
キ
ジ
・
ダ
チ
ョ
ウ
な
ど

■
提
出
先   
岡
山
県
ま
た
は
真
庭
市

■
問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
県
真
庭

家
畜
保
健
衛
生
所

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

※
昨
年
、
報
告
し
た
人
に
は
様
式

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
が
就
職
で
社
会
保
険
な
ど
に

変
更
と
な
る
場
合
、
国
民
健
康
保

険
の
喪
失
届
が
必
要
で
す
。
届
出

は
、
新
た
な
健
康
保
険
に
加
入
し

た
日
か
ら
原
則　

日
以
内
で
す
の

��

で
、
早
め
に
手
続
き
を
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。
資
格
喪
失
後
、
新
し

い
健
康
保
険
証
が
交
付
さ
れ
る
ま

で
の
間
で
あ
っ
て
も
、
国
民
健
康

保
険
の
保
険
証
は
使
用
で
き
な
い

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
万
が

一
、
医
療
機
関
で
受
診
し
た
場
合

に
は
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
給
付

し
た
金
額
を
返
還
し
て
も
ら
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

①
国
民
健
康
保
険
証

　

②
新
た
に
加
入
さ
れ
た
保
険
証

　

③
印
鑑

■
問
い
合
わ
せ
先  
市
民
課  
柴
田

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

取
扱
者
試
験
・
事
前
講
習
会

申
請
を
お
忘
れ
な
く

M ani w a ��

定
期
報
告
を
お
忘
れ
な
く

家
畜
を
飼
っ
て
い
る
皆
様
へ

真庭市交通安全対策協議会

��
�
�
�
�
�
�
�
�
	

国
民
健
康
保
険
喪
失
届

手
続
き
は
お
早
め
に

�

�
月
�
日
�
〜　

日
�

��

○
最
重
点
目
標　
 
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

「
交
通
ル
ー
ル

守
っ
て
広
げ
る

無
事
故
の
輪
」

　 微小粒子状物質
　 （ ��������）とは？
大気中に浮遊する粒子のうち、
大きさが�. �マイクロメートル
以下の非常に小さな粒子で
す。粒径が非常に小さいため、
呼吸器の奥深くまで入りやす
く、呼吸器疾患、循環器疾患
などの影響が懸念されます。

ご 注意 ください�������［微小粒子状物質］
岡山県では、������の大気中濃度が高くなると予測した場合に「注意喚起」を
行います。行動の目安は次のとおりです。

●特段の用事がない場合は、外出を控えましょう。
●屋外での長時間の激しい運動はできるだけ控えましょう。
●呼吸器系や循環器系に疾患のある人、小児や高齢の人は、体調に応じて、よ
り慎重に行動しましょう。

�問   市民環境部環境課  ℡����-��-����
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障
が
い
が
あ
る
人
同
士
の
交
流

や
障
が
い
が
あ
る
人
の
社
会
参
加

促
進
を
目
的
と
し
た
真
庭
地
域
ふ

れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
催
し
ま
す
。
真
庭
地
域
に

在
住
ま
た
は
通
勤
し
て
い
る
障
が

い
者
（
児
）
の
人
で
あ
れ
ば
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
気
持

ち
の
い
い
汗
を
か
い
て
、
楽
し
く

交
流
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

�
月　

日
�
午
前　

時

��

��

　

分
〜

��■
会
場　

白
梅
総
合
体
育
館

■
参
加
資
格   
真
庭
地
域
に
在
住
ま

た 
は
通 
勤
し 
て
い
る
障 
が 
い 
者（
児
）

■
参
加
費　

無
料
（
昼
食
付
）

■
主
催　

真
庭
地
域
福
祉
交
流
ス

ポ
ー
ツ
大
会
実
行
委
員
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

真
庭
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
専
門
相
談
員
に
よ
る
無
料
の

消
費
生
活
相
談
を
平
日
に
行
っ
て

い
ま
す
。
相
談
時
間
は
、
午
前
�

時
か
ら
正
午
ま
で
、
午
後
�
時
か

ら
午
後
�
時　

分
ま
で
で
す
。
ま

��

た
、
通
常
の
相
談
の
ほ
か
に
、
巡

回
相
談
日
を
月
�
回
設
け
て
い
ま

す
。
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

苦
情
や
多
重
債
務
な
ど
で
お
困
り

の
こ
と
な
ど
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
地
区
巡
回
相
談
日
（
蒜
山
）】

■
日
時　

�
月　

日
�

��

午
前　

時
〜
正
午

��

■
場
所　

蒜
山
振
興
局

■
電
話
相
談　

蒜
山
振
興
局
市
民
福
祉
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先  
市
民
課  
武
村

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

�
月
�
日
�
〜
�
日
�
は
「
発

達
障
害
啓
発
週
間
」で
す
。
ま
た
、

�
月
�
日
�
は
「
世
界
自
閉
症
啓

発
デ
ー
」
で
す
。
発
達
障
が
い
が

あ
る
人
は
、
ほ
か
の
人
に
比
べ
、

と
て
も
苦
手
な
こ
と
や
難
し
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
障
が
い
の
特

性
を
踏
ま
え
た
、
適
切
な
サ
ポ
ー

ト
が
あ
れ
ば
、
個
々
の
能
力
を
十

分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
発
達
障
が
い
が
あ
る
人
に
対

し
て
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る

よ
う
、
発
達
障
が
い
に
対
す
る
理

解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先  
福
祉
課  
上
谷

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

家
庭
内
で
の
暴
力
に
悩
ん
で
い

る
、
夫
婦
間
や
親
子
間
が
う
ま
く

い
か
な
い
な
ど
、
家
庭
全
般
の
悩

み
ご
と
や
女
性
の
皆
さ
ん
が
抱
え

て
い
る
心
配
ご
と
な
ど
に
つ
い

て
、
専
門
の
相
談
員
が
一
緒
に
考

え
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
む
こ
と
な

く
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
都
合
に

よ
り
開
催
し
な
い
日
が
あ
り
ま
す

の
で
、事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

毎
週
火
曜
・
木
曜
日　

午
前
�
時　

分
〜
午
後
�
時　

分

��

��

■
場
所　

久
世
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ
先  
市
民
課  
武
村

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

地
域
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ 
フ
ェ 
ス

楽
し
く
交
流
し
ま
し
ょ
う

消
費
生
活
相
談（
無
料
）

ご
相
談
く
だ
さ
い

発
達
障
害
啓
発
週
間

皆
で
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う

女
性
相
談
・
家
庭
相
談

毎
週
火
・
木
曜
日
が
相
談
日
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サマ ーキャ ンプ   i n  美甘 ［ と き ������������ところ　   　  ］ クリエイト菅谷

（真庭市美甘������）

◆対象　○男性：真庭市在住の��歳以上の独身　○女性：��歳以上の独身（住所不問）
◆定員　男女各��人（定員を超える場合は抽選）
◆参加費　○男性：�����円　○女性：�����円　◆申込期限：�月��日�
◆申込方法　電話・ＦＡＸ・Ｅメールなどで申し込んでください。  申込書は市ホームペー申込書は市ホームページなどジなどから入手できます。から入手できます。
 �  申し込み・問い合わせ先　総合政策課　℡����-��-����（ＦＡＸ����）  Ｅ-ｍａｉｌ：ｓｏｇｏｓｅｉｓａｋｕ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ

ステキな出会いを
見つけませんか？

リサイクルプラザまにわ手芸教室

■日時　�月��日�  午後�時～
■場所　リサイクルプラザまにわ

（クリーンセンターまにわ内）
■参加費　���円（定員��人）　
■用意するもの　裁縫道具、目打
ち、ものさし、柔らかい素材の
ネクタイ�本（ネクタイがない
人は用意します）
■申込期限　�月�日�まで
■申し込み・問い合わせ先
　リサイクルプラザまにわ
　℡����―��―����

ネクタイネクタイded e
ＥＣＯネＥＣＯネッックレスクレス

古いネクタイが
素晴らしい
ネックレスに
変身します。

■日時　�月�日�から��月�日�
毎週水曜日の午後�時��分から
�時��分（全��回）
■場所　久世公民館
■対象者　手話奉仕員養成講座入
門課程を修了した人および同等
レベルの手話技術を習得してい
る人 
■定員　��人程度
■受講料　�����円
　（集金は初回のみ）
■申込期限　�月��日�まで
■申し込み・問い合わせ先
　健康福祉部福祉課　中島
　℡����-��-����    ＦＡＸ����-��-����

手話技術をレベルアップして、
コミュニケーションを楽しみましょう!!

�������
�������

基
礎
課
程



投票へ行こう!!

M ani w a ��

�������

�日
�湯原温泉病院・湯原
　����-��-����
�まにわ整形外科（外） ・久世
　����-��-����
 ��日
�落合病院（内）・落合
　����-��-����
�金田病院（外）・落合
　����-��-����
�宮島医院（内）・勝山
　����-��-����
 ��日
�勝山病院・勝山
　����-��-����
�廣惠医院・北房
　����-��-����
��日
�金田病院・落合
　����-��-����
�杉山医院（内）・久世
　����-��-����
��日
�近藤病院・勝山
　����-��-����
�河本医院（内）・落合
　����-��-����

　
�日
�金田病院・落合
　����-��-����
�米田医院（内）・勝山
　����-��-����
�日
�勝山病院・勝山
　����-��-����
�さくもとクリニック（外）・北房
　����-��-����
�日
�落合病院（内）・落合
　����-��-����
�金田病院（外）・落合
　����-��-����
�片岡医院（内）・湯原
　����-��-����
�日
�近藤病院・勝山
　����-��-����
�牧原医院（外）・北房
　����-��-����

����

一
般
幹
部
候
補
生
募
集

募
集
し
て
い
ま
す

○
一
般
サ
イ
ト　

h
ttp
://w
w
w
.recall.g

o
.jp
/

○
携
帯
サ
イ
ト

h
ttp
://w
w
w
.recall.g

o
.jp
/m
/

　

岡
山
県
警
察
・
岡
山
県
交
通
安

全
協
会
が
行
う
優
良
運
転
者
表
彰

を
希
望
す
る
人
は
、
真
庭
警
察
署

ま
た
は
市
役
所
に
あ
る
申
込
書
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
表
彰
の
種
別
】①
業
務
優
良
運
転

者
（
�
年
・　

年
・　

年
以
上
）

��

��

②
一
般
優
良
運
転
者
（　

年
・　

��

��

年
以
上
）

【
申
告
の
期
限
】
�
月　

日
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先　

真
庭
警
察
署

交
通
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�　

��

　

�
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
相
談
内
容
を
把
握
す

る
た
め
、
前
日
ま
で
に
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
代
理
の
場

合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

�
月　

日
�
・　

日
�

��

��

午
前　

時
〜
午
後
�
時

��

■
場
所　

市
役
所
本
庁
舎

■
予
約
先　

津
山
年
金
事
務
所
お

客
様
相
談
室

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

■
問
い
合
わ
せ
先  
市
民
課  
嶋
田

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�　

��

　

岡
山
県
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭

な
ど
の
人
が
現
在
加
入
し
て
い
る

健
康
保
険
で
医
療
を
受
け
た
場

合
、
診
療
に
か
か
る
自
己
負
担
額

の
一
部
を
公
費
負
担
す
る
「
ひ
と

り
親
家
庭
等
医
療
費
公
費
負
担
制

度
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
対
象
に

な
る
と
思
わ
れ
る
人
は
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

①　

歳
未
満
の
児
童

��

（
高
校
在
学
中
で
あ
れ
ば
卒
業
ま

で
）
を
有
す
る
配
偶
者
の
な
い
人

お
よ
び
そ
の
児
童 
②
父
母
の
い

な
い
児
童
お
よ
び
そ
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
配
偶
者
の
い
な
い
人

※
前
年
所
得
税
が
非
課
税
の
人

（
年
少
扶
養
控
除
廃
止
な
ど
の
調

整
を
行
い
、
所
得
税
課
税
で
も
資

格
が
持
て
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

協
会
け
ん
ぽ
は
、
中
小
企
業
な

ど
で
働
く
従
業
員
と
そ
の
家
族
が

加
入
す
る
健
康
保
険
で
す
。
平
成

　

年
�
月
分
（
�
月
納
付
分
）
か

��ら
の
健
康
保
険
料
率
は　

・　

㌫ 
の

��

��

ま
ま
据
置
き
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
�
月
か
ら
被
扶
養
者
が
、
特

定
健
診
を
県
内
の
実
施
医
療
機
関

で
受
診
し
た
場
合
の
自
己
負
担
額

は
�
千
�
�
�
円
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

協
会
け
ん
ぽ

岡
山
支
部

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

　

防
衛
省
で
は
、
一
般
幹
部
候
補

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
受
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、

　

歳
〜　

歳
未
満
の
人

��

��

■
申
込
期
限　

�
月　

日
�
ま
で

��

■
問
い
合
わ
せ
先　

自
衛
隊
岡
山

協
力
本
部
津
山
出
張
所

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

火
災
・
重
症
な
ど
の
重
大
製
品

事
故
の
お
よ
そ
�
割
は
、
製
造
者

な
ど
が
リ
コ
ー
ル
し
た
製
品
で
発

生
し
て
い
ま
す
。
製
品
事
故
の
防

止
に
「
消
費
者
庁
リ
コ
ー
ル
情
報

サ
イ
ト
」を
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
サ
イ
ト
で
は
、
消
費

者
一
人
一
人
に
リ
コ
ー
ル
情
報
を

お
届
け
す
る
「
リ
コ
ー
ル
メ
ー
ル

サ
ー
ビ
ス
」
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
合
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

年
金
相
談（
要
予
約
）

ご
相
談
く
だ
さ
い

優
良
自
動
車
運
転
者

提
出
は
真
庭
警
察
署
交
通
課
へ

�問   真庭市選挙管理委員会
　℡����―��―����　　  

※投票できる人（平成�年�月��日ま
でに生まれ、平成��年�月�日までに
真庭市の住民基本台帳に記載され、引
き続き真庭市に住んでいる人）には、
郵送で入場券をお送りします。

�月��日�は、真庭市長、

市議会議員選挙の投票日

です。入場券に記載され

た投票所で投票を行って

ください。

選 挙真庭市長
市議会議員

消
費
者
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
役
立
て
く
だ
さ
い

岡
山
県
公
費
負
担
医
療
制
度

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

協
会
け
ん
ぽ
の
健
康
保
険
料

保
険
料
率
の
お
知
ら
せ



��� Maniwa

　

出
会
い
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
運

営
団
体
を
募
集
し
ま
す
。
相
手
と

巡
り
合
う
機
会
が
な
い
と
感
じ
て

い
る
独
身
男
女
に
、
出
会
い
の
場

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
案
を
募
集
し
、
採
用
さ
れ

た
団
体
と
市
が
協
働
し
て
実
施
し

ま
す
。

■
企
画
の
募
集
内
容

①
出
会
い
が
期
待
で
き
、
参
加
し

や
す
く
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
案

②
参
加
者
数　
　

人
以
上

��

③
開
催
場
所　

真
庭
市
内

④
市
の
補
助
金
額　
　

万
円
以
内

��

■
応
募
期
間　
　

月　

日
�
ま
で

��

��

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

総
合
政
策
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

真
庭
市
と
真
庭
商
工
会
で
は
、

新
た
に
市
内
企
業
に
就
職
し
た
人

の
活
躍
を
期
待
し
て
、
新
規
就
職

者
激
励
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

�
月　

日
�
午
後
�
時

��

　

分
〜（
受
付
開
始
は
午
後
�
時
）

��■
場
所　

市
役
所
本
庁
舎

■
対
象
者　

平
成　

年
度
に
市
内

��

企
業
に
新
規
就
職
し
た　

歳
ま
で

��

の
人

■
申
込
期
限　

�
月　

日
�

��

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�　

��

真
庭
商
工
会

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー
で
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

事
業
と
し
て
、
い
っ
た
ん
仕
事
を

中
断
し
、
再
就
職
を
希
望
す
る
女

性
を
対
象
に
就
業
に
関
す
る
基
礎

知
識
や
エ
ク
セ
ル
�
級
程
度
の
基

本
操
作
な
ど
を
習
得
す
る
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

【
津
山
地
区
】

■
受
付
期
間　

�
月　

日
�
〜
�

��

月　

日
�

��
■
受
講
期
間　

�
月　

日
�
〜
�

��

月　

日
�
の
期
間
内
で
、
水
曜
日

��
〜
土
曜
日
の　

日
間
（
午
前　

時

��

��

　

分
〜
午
後
�
時
）

��■
会
場　

津
山
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
「
さ
ん
・
さ
ん
」（
津
山
市

新
魚
町　
　

ア
ル
ネ
津
山
�
階
）

��

■
応
募
資
格　

結
婚
・
出
産
・
育

児
・
介
護
な
ど
で
い
っ
た
ん
仕
事

を
中
断
し
、
再
就
職
を
希
望
す
る

女
性
で　

日
間
出
席
で
き
る
人

��

■
受
講
料　

無
料

※
教
材
費
・
検
定
受
講
料
は
必
要

で
す
。（
�
万
円
程
度
）

■
募
集
人
員　
　

人
��

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー（
岡
山
市
北
区
南
方
�
―　

―
��

�　

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
�
階
）

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

　

介
護
保
険
で
の
福
祉
用
具
購
入

や
住
宅
改
修
は
、
被
保
険
者
が
購

入
費
用
や
改
修
費
用
を
い
っ
た
ん

全
額
事
業
者
に
支
払
い
、
市
か
ら

被
保
険
者
に
�
割
部
分
を
給
付
す

る
「
償
還
払
い
」
が
原
則
で
す
が
、

�
月
�
日
か
ら
は
、
被
保
険
者
が

管財課
℡����������������

�
��
�

●予定価格���万円以上の公共工事落札額を公表します。
●表記順
　《入札日→工事名（発注課）→落札者→落札額（税抜き額）》

事
業
者
へ
�
割
を
支
払
い
、
残
り

の
�
割
を
市
か
ら
直
接
事
業
者
へ

支
払
う
「
受
領
委
任
払
い
」
と
の

選
択
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
事
業　

介
護
保
険
福
祉
用

具
購
入
費
お
よ
び
住
宅
改
修
費

■
対
象
者　

介
護
保
険
料
に
滞
納

が
な
く
、
介
護
保
険
の
給
付
制
限

（
支
払
方
法
の
変
更
や
給
付
減
額

な
ど
）を
受
け
て
い
な
い
被
保
険
者

■
申
請
の
手
順

①
販
売
・
改
修
事
業
者
か
ら
、受
領

委
任
払
い
の
同
意
書
を
も
ら
う
。

②
購
入
・
改
修
代
金
な
ど
の
�
割

の
額
を
事
業
者
へ
支
払
い
、
領
収

書
と
受
領
委
任
払
い
請
求
書
を
事

業
者
か
ら
も
ら
う
。

③
受
領
委
任
払
い
請
求
書
に
同
意

書
、
領
収
書
な
ど
の
必
要
書
類
を

添
え
て
市
へ
申
請
す
る
。

※
受
領
委
任
払
い
で
は
、
福
祉
用

具
の
購
入
や
住
宅
改
修
に
よ
る
被

保
険
者
の
一
時
的
な
負
担
額
が
少

な
く
て
済
み
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
者
支
援
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

真
庭
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
よ
り

市
内
小
学
校
に
図
書
な
ら
び
に
木

製
本
棚
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

篤
志
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

���������	
・市道草谷中線用地測量業務（建設課）

　大島技術コンサルタント�…���������円

・市道古見中河内線用地測量業務（建設課）

　�アイテックコンサルタント…���������円 

・市道金崎線用地測量業務（建設課）

　小林測量設計�…���������円 

・市道畑ヶ中五名線排水路新設工事

　（北房支局　総務振興課）

　�三壽工業所…���������円 

・市道水乢線道路修繕工事

　（勝山支局総務振興課）

　�角南組…���������円

・市道日名久世線舗装工事（建設課）

　�真庭舗装…���������円 

・宮芝公園野球場照明制御盤更新工事

　（生涯学習課）

　�田淵電気工業所…���������円 

����������	
・久世第�建設残土センター整備工事

　（建設課）　竹藤建設�…���������円 

・市道栄町高瀬線舗装改修工事（建設課）

　�吉田組真庭営業所…����������円 

今月の掲載は、�/�、��日の入札実施分。

新
規
就
職
者
激
励
会

開
催
し
ま
す

出
会
い
イ
ベ
ン
ト
�
�
�
�
�
�
�

企
画
運
営
団
体
を
募
集

平
成�

年
度
キ
ャ
リ
ア
ア 
ッ 
プ
講
座

��

受
講
生
募
集

介
護
保
険
受
領
委
任
払
い

選
択
可
能
に
な
り
ま
し
た



　

わ
た
し
は
ま
い
日
、
赤
い
ラ
ン

ド
セ
ル
を
せ
お
っ
て
小
学
校
に
い

っ
て
い
ま
す
。
�
月
か
ら
�
月
の

と
き
は
、
お
も
た
か
っ
た
け
ど
、

�
月
か
ら　

月
に
な
る
と
、
す
こ

��

し
か
る
く
な
り
ま
し
た
。　

月
か

��

ら
�
月
に
な
る
と
な
ん
だ
か
と
っ

て
も
か
る
く
な
り
ま
し
た
。
な
ん

で
か
る
く
な
っ
た
ん
だ
ろ
う
？
と

お
も
い
ま
す
。
で
も
気
が
つ
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
き
ゅ
う
し
ょ
く

や
お
う
ち
の
ご
は
ん
を
た
く
さ
ん

た
べ
て
、
か
ら
だ
が
大
き
く
な
っ

た
か
ら
だ
と
お
も
い
ま
す
。
�
年

生
に
な
っ
て
も
赤
い
ラ
ン
ド
セ
ル

を
だ
い
じ
に
し
て
、
き
ょ
う
か
し

ょ
を
入
れ
て
小
学
校
に
い
き
た
い

で
す
。

　

私
の
楽
し
み
は
、
里
の
母
が
い

つ
も
春
の
よ
う
に
温
か
い
心
で
接

し
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。　

歳
に

��

な
り
ま
す
が
、
何
を
相
談
し
て
も

や
さ
し
く
気
遣
い
を
す
る
よ
う
に

諭
し
て
く
れ
る
姿
に
は
、
い
ろ
い

ろ
と
教
え
ら
れ
ま
す
。
先
日
、
私

の
体
調
が
悪
く
、
岡
山
の
病
院
か

ら
の
帰
り
で
道
に
迷
っ
た
と
き
の

こ
と
で
す
。
真
庭
市
に
入
る
前
の

知
ら
な
い
夜
道
の
中
、
や
っ
と
�

軒
の
明
か
り
を
見
つ
け
て
事
情
を

説
明
す
る
と
、
親
切
な
そ
の
お
宅

の
お
ば
さ
ん
が
、
ご
自
分
の
軽
�

ト
ラ
ッ
ク
で
落
合
支
局
の
庁
舎
ま

で
送
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
も
、
母
の
何
ご
と

に
も
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
よ
う

に
と
の
教
え
の
た
ま
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。
庁
舎
の
ネ
オ
ン
が
見
え

た
と
き
は
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
真
庭
市
は
道
も
整
っ
て
い

て
夜
で
も
明
る
く
、
改
め
て
真
庭

市
に
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
痛

今
月
の
テ
ー
マ

���
ラ
ン
ド
セ
ル 
�

�
赤
い
ラ
ン
ド
セ
ル
�

　
 
あ
ん
ち
ゃ
ん
さ
ん（
本
郷
）

PN

Maniwa ��

▼

 PN クローバー

お便り
お待 ちし ています !

テーマは
���父�です 。
お父さんの特技や自慢でき
ること、一緒に遊んだ父と
の思い出などについ て ��� 
字程度でお寄せください。

川柳の兼題は
����です。
お便りは�月号に同封し
たはがきをご利用くださ
い。川柳の締め切りは�
月��日�です。

�月号では、

��約束��
についてお便りを募
集しています。
（�月��日締め切り）

�月号 読者の広場

読者の広場は皆さんから
寄せられたハガキなどで
つくるページです。

今 月は、寄せられたお便り
��通の中からチ ョ イス

感
し
ま
し
た
。
�
月
か
ら
、
い
ろ

い
ろ
と
新
し
い
こ
と
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
こ
の
桜
が
咲
く
季
節
か

ら
、
真
庭
市
が
も
っ
と
も
っ
と
良

く
な
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
の
冬
は
と
て
も
暖
か
か
っ

た
で
す
ね
。
�
月
に
入
る
と
梅
の

花
も
ち
ら
ほ
ら
と
見
か
け
る
よ
う

に
な
り
、
春
が
く
る
の
も
早
い
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
暖
か
く
な
る

と
着
る
服
も
変
わ
っ
て
く
る
も
の

で
す
が
、「
衣
替
え
」
と
い
う
言
葉

ほ
ど
簡
単
に
い
か
な
い
の
が
昨
今

▼

 PN うはは

▼

 森田まお

こ
こ
か
ら
は 
、皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た「
テ
ー
マ
」以
外 
の
お
便

り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

あんちゃんの赤いランドセル

陽春を彩る桜の花

�
桜
が
咲
い
た
ら
�

森
本
ひ
ろ
子
さ
ん（
多
田
）

�
衣
替
え
�

　
 
ぴ
ー
ひ
ょ
ろ
さ
ん（
栗
原
）

PN

▼

 PN  トランプマン



５月生まれ募集中!

��� Maniwa

の
衣
替
え
。
急
に
暖
か
く
な
っ
た

と
思
え
ば
、
ま
た
一
気
に
寒
く
な

っ
た
り
と
…
。
薄
着
を
す
れ
ば
風

邪
を
ひ
く
し
、
厚
着
の
ま
ま
で
い

れ
ば
汗
ば
む
し
。
衣
替
え
の
タ
イ

ミ
ン
グ
は
本
当
に
難
し
い
で
す

ね
。
で
す
が
、
こ
れ
以
上
に
悩
ん

で
し
ま
う
の
が
、
自
動
車
の
衣
替

え
で
あ
る
タ
イ
ヤ
交
換
で
す
。
こ

の
�
月
の
ぽ
か
ぽ
か
陽
気
に
、
も

う
そ
ろ
そ
ろ
交
換
し
て
も
い
い
か

と
考
え
始
め
る
の
で
す
が
、
ご
近

所
さ
ん
の
「
い
や
あ
、
だ
い
た
い

�
月
に
は
�
回
く
ら
い
雪
が
く
る

か
ら
な
あ
」の
言
葉
で
二
の
足
を
。

で
も
ま
あ
、
事
故
を
す
る
の
は
イ

ヤ
な
の
で
、
そ
の
ま
ま
冬
用
タ
イ

ヤ
で
�
月
ま
で
過
ご
し
て
し
ま
う

の
が
私
の
ク
セ
。
今
年
も
花
見
が

終
わ
っ
て
一
息
つ
い
た
ら
、
ま
た

ぼ
ち
ぼ
ち
マ
イ
カ
ー
の
衣
替
え
を

し
て
や
ろ
う
。

★対象★
発行月に�歳の誕生日を迎えられ
る市内在住のお子さん。
★応募期限★
誕生月の前の月の��日まで
★掲載内容★
�お子さんの写真�氏名（ふりが
な）�性別�生年月日�住所�応
募者のお名前と続柄
★応募および問い合わせ先★
総務部秘書広報課
〒���-����真庭市久世����-�
ＴＥＬ����-��-����（ＦＡＸ����）
Ｅ-ｍａｉｌ：ｈｉｓｈｏ@ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ

 兼  先   萌 衣     ちゃん
かね さき め い

Ｈ������� 生まれ（鍋屋）
◯応  祐史さん（父）

 森  下  り の  ちゃん
もり した

Ｈ������� 生まれ（鍋屋）
◯応  さゆりさん（母）

 神  田   凰 聖     くん
かん だ おう せい

Ｈ������� 生まれ（蒜山東茅部）
◯応  順さん（父）

 池  田   結 惟     くん
いけ だ ゆ い

Ｈ������� 生まれ（蒜山下徳山）
◯応  淳さん（父）

 桐  原   愛 結     ちゃん
きり はら あ ゆ

Ｈ������� 生まれ（蒜山上長田）
◯応  冴月さん（母）

 藤  本   遥 貴     くん
ふじ もと はる き

Ｈ������ 生まれ（上水田）
◯応  宏二さん（父）

▼

 PN あおい

▼

 PN ゆず

▼

 PN あやろんうさぎ

▼

  PN にのかず

▼

 PN あー

２５ページの続きを掲載します。�
 情報をお寄せください。（敬称略）�

■第��回全日本スノーボード技術選手権大会　�/��～��
　北海道　■第��回岡山県スノーボード技術選手権大会
　�/��　鳥取県　写真左から：フリースタイル男子の部
　優勝　入澤泰彦（蒜山下長田）、�位　内藤國雄（蒜山下徳
　山）、�位　石原研一朗（蒜山下和）

 上を目指して（中国大会や県大会など）

■ボランティア・スピリット賞「中国・四国ブロックコミュニテ
　ィ賞」　��/��　広島県　真庭高校「お見米プロジェクト」
　プロジェクトチーム
■第��回中国高等学校ハンドボール新人大会　�/�～��
　山口県　真庭高校
■第�回中国中学校バレーボール新人大会　�/�～��
　広島県　優勝　就実中学校―近藤唯奈（久世）
■岡山県生涯スポーツ功労者表彰　�/��　岡山市　生涯ス
　ポーツ優良団体―スポーツ・レクリエーション倶楽部くせ
■岡山県わかば賞　美甘小学校、美甘中学校

ガレージに積まれたタイヤ



Maniwa ��

��������
　   〒���-����　真庭市落合垂水���
　  ＴＥＬ����-��-����　Ｆ Ａ Ｘ����-��-����
　  開館時間　平日�：��～��：��
　  （土日祝は��：��まで）
　  休館日　毎月第�火曜日、年末年始

今月のおすすめの本素
敵
な
雰
囲
気
で
書
を
堪
能

本
元
由
美
子
さ
ん（
関
）

　

下
中
津
井
の
旧
菅
野
邸
で
、
山

田
方
谷
さ
ん
ゆ
か
り
の
書
を
堪
能

し
ま
し
た
。
地
域
に
は
ま
だ
ま
だ

眠
っ
て
い
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

る
ん
で
す
ね
。
そ
れ
を
美
術
館
や

博
物
館
と
か
じ
ゃ
な
く
、
こ
う
い

っ
た
古
い
民
家
の
落
ち
着
い
た
雰

囲
気
の
中
で
見
せ
て
い
た
だ
け
た

の
が
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。
�

月
に
は
真
庭
で
山
田
方
谷
さ
ん
の

イ
ベ
ン
ト
が
計
画
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
ね
。
そ
ち
ら
も
ぜ
ひ
参
加

し
て
み
た
い
で
す
。

で
き
る
こ
と
か
ら
行
動
し
ま
す

流
郷
博
仁
さ
ん（
台
金
屋
）

　

震
災
か
ら
�
年
が
経
ち
ま
す
が
、

復
興
は
思
っ
た
ほ
ど
進
ん
で
い
な

い
と
皆
が
感
じ
て
い
ま
す
。
現
地

で
復
興
の
手
助
け
が
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
が
現
実
的
に
は
難
し
い

の
で
、
今
回
、
東
日
本
復
興
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
に
参

加
し
ま
し
た
。
歌
や
音
楽
を
聞
く

と
神
聖
な
気
持
ち
に
な
り
心
が
洗

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
直
接
的
な

支
援
に
つ
な
が
れ
ば
と
被
災
地
の

加
工
品
も
購
入
し
ま
し
た
。
復
興

支
援
は
、
個
人
が
で
き
る
こ
と
か

ら
行
う
こ
と
、
そ
し
て
続
け
る
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

つ
な
が
り
が
広
が
り
楽
し
い

吉
野
ジ
ョ
ア
ン
さ
ん
、

莉
奈
ち
ゃ
ん（
福
田
）

　

「
外
国
人
マ
マ
の
交
流
会
」に
親

定番のおかずからちょっとし
た副菜まで、いろいろと使え
て便利な「しょうゆ麹だれ」
と「塩麹だれ」。仕込んで�
日後から使える麹だれの作り
方と、それを使って作るおか
ずレシピ���を紹介します。

地球儀、机とイス、ランドセ
ル、リコーダー、ソフト麺な
ど、学校にある製品が工場で
できるまでの流れと注目ポイ
ントを写真や図とともに紹介。
技術の転用例、製品作りのい
きさつ、製品に関する知識も
教えます。

「工場見学 ！ 学校にあるもの」
中村智彦／監修　P H P 研究所

「ともだちのはじまり」
最上一平／作　みやこしあきこ／絵　ポプラ社

世界的な指揮者の父とふたり
で暮らす、和音��歳。そこへ
型破りの「新しい母」がやっ
てきて…。母と娘の愛情、友
情、初恋。そして家族の再生
物語。

子
で
参
加
し
ま
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
か
ら
日
本
に
来
て
、
も
う
す
ぐ

�
年
に
な
る
け
ど
、
日
本
語
は
少

し
話
せ
る
く
ら
い
で
、
言
葉
や
生

活
習
慣
の
違
い
に
苦
労
し
て
い
ま

す
。
日
頃
子
ど
も
を
遊
ば
せ
る
と

い
え
ば
、
家
の
近
く
の
公
園
が
多

い
し
、
悩
み
が
あ
っ
て
も
、
同
じ

国
出
身
の
友
だ
ち
に
相
談
す
る
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
の
で
、
今

日
は
い
ろ
ん
な
国
出
身
の
マ
マ
た

ち
と
大
勢
で
お
し
ゃ
べ
り
が
で
き

て
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
次

回
、
こ
う
い
う
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が

あ
れ
ば
参
加
し
た
い
で
す
。

▼

 高井颯大

▼

 PN みかげ

▼

 PN なめこ

「永遠(とわ)をさがしに」
原田マハ／著　河出書房新社

「 しょうゆ麹・塩麹の万能だれレシピ���」
荻野恭子／著　家の光協会

落合図書室は建て替えに伴う移転準備の
ため�月��日から休館します。（移転後の
オープンについては別途お知らせします）

活発なじゅじゅと引っ込み思
案のさとは、一緒に雨にぬれ、
星を見上げるうちに、心を通
わせていく。まるで違う性格
の�人が友情で結ばれてゆく
過程をみずみずしく描く物語。



チェーンソーさばきで観客を魅了（����）
チェーンソーカービングの実演を初めて見ました。真庭市出身の庄司良
一さんらが巧みにチェーンソーを操り、� 時間ほどで完成させていま
した。丸太からの製作作業に見惚れながらも撮影した中の �枚です。

��� Maniwa

川 柳   「宴」
ク
ラ
ス
会 

寿
の
う
た
げ
で
若
が
え
り　

楢
本
公
枝　
　

上
市
瀬

飽
食
日
本
宴
の
跡
の
す
さ
ま
じ
さ　
　
　

上
島
敬
一　
　

蒜
山
上
長
田

婆
�
人
宴
は
夜
ま
で
湯
の
宿
で　
　
　
　

片
田
吉
美　
　

蒜
山
下
和

Ｏ
Ｂ
の
宴
あ
る
ら
し
髪
を
染
め　
　
　
　

岩
見
千
里　
　

久
世

満
開
の
桜
に
老
い
の
一
人
宴　
　
　
　
　

村
松
鈴
子　
　

組

父
米
寿
宴
の
席
で
世
相
詠
む　
　
　
　
　

大
森
喜
久
恵　

西
原

下
戸
の
宴
注
が
れ
し
ビ
ー
ル
欠
伸
す
る　

小
谷
義
孝　
　

月
田

晴
朗
や
花
見
の
宴
の
其
処
此
処
に　
　
　

清
泉　
　
　
　

鉄
山

や
そ
祝
う
夫
は
宴
の
花
に
な
る　
　
　
　

菊
池
千
江
子　

本
郷

宴
会
で
同
期
の
桜
花
が
咲
き　
　
　
　
　

小
谷
三
千
子　

別
所

同
期
会
司
会
上
手
で
盛
り
上
が
る　
　
　

西
本
艶
子　
　

岩
井
谷

博
労
の
宴
に
ぎ
わ
っ
た
久
世
の
街　
　
　

神
谷
水
せ
ん　

久
世

ザ
ル
ひ
と
つ
宴
会
課
長
の
座
を
守
り　
　

行
本
愼
五　
　

久
世

裏
方
の
お
か
げ
華
や
ぐ
こ
の
宴　
　
　
　

永
田
行
雄　
　

樫
東

花
の
宴
そ
れ
で
さ
く
ら
は
ど
う
で
し
た　

横
山
と
も
子　

久
世

生
き
て
い
る
幸
せ
満
開
花
の
宴　
　
　
　

植
田
万
里
子　

月
田

金
婚
の
宴
に
集
う
鶴
と
亀　
　
　
　
　
　

永
田
寿
道　
　

樫
東

選：湯原川柳会　狩谷博子さん
��������	
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真庭市栄養改善協議会の提供です

醍醐桜ずし

黒豆を入れて炊いたご飯に合わせ酢を加
えると、春らしいきれいな桜色のすし飯
に変わります。ぜひ、お試しください。

今月のレシピ
提供は

福島良子 さん
（落合支部）

 材料 （１０人分）

�すし飯（黒豆���ｇ、米���合、麦���合、
酒大さじ�、昆布��ｃｍ角�枚）
�合わせ酢（酢��ｇ、砂糖��ｇ、塩小さじ�）
�具（干ししいたけ�枚、かんぴょう��ｇ、高
野豆腐��ｇ、ゴボウ��ｇ、ニンジン��ｇ、
ちくわ��ｇ）
�煮汁Ａ（だし汁�カップ、砂糖大さじ�、
しょうゆ大さじ�と�/�）�レンコン ���ｇ
�煮汁Ｂ（酢�/�カップ、砂糖大さじ�、塩
小さじ�/�） �薄焼き卵（卵�個、油小さじ�）
�紅しょうが ��ｇ �サヤエンドウ ��ｇ　
�エビ ��尾

 作り方

��������
　エネルギー��� ｋｃａｌ    たんぱく質 �� � �ｇ  
　脂質  � � �ｇ　炭水化物 ��� �ｇ　食塩 � . � ｇ

今
月
の���

①黒豆をいり、といだ米に麦、昆布、酒を
加えて普通に炊く。

②小さく切った具をＡで��分煮る。
③合わせ酢は、人肌程度に温め、煮溶かす。
④ごはんをすし桶にとり、合わせ酢をかけ
てよく混ぜ、すし飯を作る。

⑤鍋にレンコンとＢを入れ、沸騰させる。
レンコンの色が変わったら火を止める。

⑥すし飯に具とレンコンを混ぜる。
⑦薄焼き卵を焼き、細く切っておく。
⑧すし飯を皿に盛り付け、サヤエンドウや
錦糸卵、エビなどをきれいに飾る。

▼

 PN こう

▼

 PN ヨーグルト



M ani w a ��

研鑽に栄誉�

close-up

クローズ�
アップ�

　第�回全国青少年書き初

め大会に出品し、明誠学院

高校として団体部門で文部

科学大臣賞を受賞、個人部

門で全国書道高校協議会理

事長賞を受賞した功績が評

価されました。

書道

 岩  本   由  津 穂   さん（勝山）

いわ もと ゆ ず ほ

　第��回全国障害者スポー

ツ大会フライングディスク

競技に出場し、正確さを競

うアキュラシーで金メダル、

飛距離を競うディスタンス

で銀メダルを獲得した功績

が評価されました。

フライン グデ ィスク

�
たか

    取   茂 樹   さん（久世）

とり しげ き

　平成��年度民謡民舞全国

大会に宮坂流津山支部とし

て出場。予選にあたる民舞

紅旗戦で優勝し、本選の内

閣総理大臣賞争奪戦でも優

勝するなどした功績が評価

されました。

民舞（宮坂流銭太鼓）

 山  中   彩 花   さん（鹿田）

やま なか あや か

　平成��年度真庭市表彰の表彰式が�月��日、市

役所本庁舎で行われ、全国大会で入賞した山中彩

花さん、岩本由津穂さん、�取茂樹さんの�人を

表彰しました。真庭市表彰は、自治、産業、教

育、文化、社会などの各分野で、市政振興に貢献

し、市民の模範となる個人や団体に対して贈られ

るものです。市の各部局が候補者を推薦し、真庭

市表彰審査委員会に諮り、決定しています。今回

受賞した�人は、皆さん初めての受賞です。今後

の更なる活躍を期待しています。おめでとうござ

います。

����������
全国大会の入賞者
�人を表彰

平成��年度

 イベントで、書道のパフォーマン スをする岩本さん

 ぎふ清流大会ディスタンス種目で、投てき直前の�取さん 小学校を訪問し、銭太鼓を披露した時の山中さん
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■平成��年度全国高等学校総合体育大会・第��回全国高等
　学校スキー大会　�/�～��　北海道
　■第��回岡山県高等学校総合体育大会
　�/�～��　鳥取県
　写真左から：男子クロスカントリー（���クラシカル優
　勝、���フリー優勝）林　雅人（蒜山下長田）、
　男子アルペン（ジ
　ャイアントスラロ
　ーム優勝、スラロ
　ーム優勝）　
　伴野哲平（禾津）

■第��回国民体育大会冬季大会スキー競技会
　�/��～��　秋田県　※友金選手は、�位入賞。道祖選手
　は、クロスカントリーリレーにも出場。
　■同大会岡山県選手選考会　�/��～��　鳥取県

　写真左上から：コンバインド成年男子Ｂ
��位　道祖宏昭（蒜山東茅部）、クロスカ
　ントリー（クラシカル）成年女子Ｂ優勝
　友金園実（蒜山西茅部）、ジャイアントス
　ラローム成年男子Ａ優勝　牧　宏紀（勝
　山）写真下段：ジャイアントスラローム
　少年男子�位　杉本健朗（蒜山富山根）
　クロスカントリー（クラシカル）少年男子�位　林　雅人
　（蒜山下長田）、ジャイアントスラローム少年男子�位　
　伴野哲平（禾津）
■第��回全国高等学校選抜スキー大会   �/��～��  北海道
　■第��回岡山県高等学校総合体育大会　�/�～��
　鳥取県　男子スラローム優勝　伴野哲平（禾津）
■第��回日本選手権水泳競技大会
　�/��～��　神奈川県　女子��ｍ背泳ぎ
　■標準記録突破により出場
　　　　　　　　　　　赤木彩乃（勝山）�

■第��回全日本スキー技術選手権大会   �/��～��  長野県
　■第��回西日本スキー技術選手権大会   �/�～�  兵庫県
　写真左から：スキー男子優勝　実原俊一（蒜山下和）、　
　��位　森　雅昭（久世）、��位　池田弘典（蒜山西茅部）

■第��回全国���ジュニアオリンピックカップ春季水泳
　競技大会　�/��～�/��　新潟県
　■標準記録突破により出場
　写真左から：女子��ｍバタフライ　市有優美（台金屋）、
　女子��ｍ背泳ぎ
　谷口葉奈（落合
　垂水）

■日本農業新聞第�回���コンテスト　準グランプリ
　ＪＡまにわ「きらめきの里」―
　　　　　　　　　　　大塚雅史（樫西）�

■第��回全日本�人制バレーボール総合
　男子選手権大会　�/��～��　京都府
　　　　　　　　■同大会岡山県予選
　　　　　　　　��/��　井原市　優勝
　　　　　　　　�おかやま―沖田恭成（後谷）

■平成��年度全国中学校体育大会・第��回全国中学校スキ
　ー大会　�/�～�　富山県
　■第��回記念岡山県中学校総合体育大会兼平成��年度
　岡山県中学校スキー選手権大会　�/�～��　鳥取県

　写真左上から：女子アルペン（ジャイアントスラローム
�位、スラローム�位）緒形沙耶（湯原温泉）、女子 
クロスカントリー（��クラシカル�位、��フリー�
位）小谷貴子（湯原温泉）、女子クロスカントリー（�
�クラシカル優勝、��フリー優勝）中村帆乃夏（蒜山
上徳山）、男子クロスカントリー（��クラシカル優勝、
��フリー優勝）杉村柊哉（蒜山下徳山）、男子クロス
カントリー（��クラシカル�位、��フリー�位）進
賀涼平（蒜山上長田）、男子クロスカントリー（��ク
ラシカル�位、��フリー�位）立田康樹（蒜山上福田）、
男子クロスカントリー（��クラシカル�位、��フリ
ー�位）樋口拓実（蒜山中福田）、男子クロスカントリ
ー（��クラシカル�位、��フリー�位）本守冬也
（蒜山下徳山）、男子クロスカントリー（��クラシカル
�位、�kmフリー�位）林　敏輝（蒜山下長田）

市内で受賞・出場をされた皆さんの中から、全国・県高位以上を基準�
に掲載させていただいています。 情報をお寄せください。 （敬称略）�

故人に叙位・叙勲
●従六位
　川口圭介さん（上呰部）　��歳
元北房町立呰部小学校長（平成��年�月��日逝去）

●正六位瑞宝双光章
　行安智有さん（美甘）　��歳
　元美甘村立美甘中学校長（平成��年�月��日逝去）
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県
立
高
校
の
再
編
に
よ
り
閉
校
す
る
落
合
高
校
と

久
世
高
校
で
、卒
業
式
と
閉
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

�
月
�
日
、
落
合
高
校
で
は
普
通
科
と
看
護
科
の
卒

業
生
�
�
�
人
と
真
庭
高
校
の
第
�
回
卒
業
生
と
な

る
専
攻
科　

人
、
そ
し
て
在
校
生
や
関
係
者
な
ど
含

��

め
約
�
�
�
人
が
出
席
。
翌
�
日
、
久
世
高
校
で
は

生
物
生
産
科
、
食
品
科
学
科
、
家
政
科
の
卒
業
生　
��

人
や
関
係
者
を
含
め
約
�
�
�
人
が
出
席
。
閉
校
式

で
は
校
旗
が
学
生
代
表
か
ら
校
長
に
手
渡
さ
れ
歴
史

に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

写真上：久世高校
閉校に伴い廃止と
なる家政科。水澤
柚加里さんが家政
科の代表として卒
業証書を受け取り
ました
写真左：校旗収納
で落合高校校旗
を、常本校長に渡
す大崎彩未さん

　

勝
山
高
校
商
業
科
�
年
生
が
観
光
応
援

歌
「
君
と
め
ぐ
る
真
庭
」
を
制
作
し
、
�

月　

日
に
同
校
で
発
表
し
ま
し
た
。
名
称

��
変
更
で
商
業
科
が
最
後
に
な
る
こ
と
か

ら
、「
何
か
残
る
も
の
を
」と
昨
年
�
月
に
制

作
を
開
始
。
生
徒
で
出
し
合
っ
た
歌
詞
を

編
集
し
、
市
の
観
光
ポ
ス
タ
ー
に
合
う
原

曲
を
作
り
ま
し
た
。
市
へ
の
相
談
を
き
っ

か
け
に
岸
田
敏
志
さ
ん
の
長
男
・
稲
田
慎

太
郎
さ
ん（
編
曲
）と
長
女
・
み
づ
紀
さ
ん

（
歌
）が
制
作
に
参
加
。
真
庭
の
四
季
を
爽

や
か
に
歌
う
曲
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

発表会は中心となった生徒�人と担任の先生が歌を披露

真
庭
へ
の
思
い
歌
に
残
そ
う

真
庭
市
観
光
応
援
歌
発
表
会雛人形の見学や写真撮影を行っている観光客

　

�
月
�
日
〜
�
日
、
勝
山
の
お
雛
ま
つ

り
が
、
勝
山
町
並
み
保
存
地
区
や
新
町
商

店
街
な
ど
で
行
わ
れ
、
�
日
間
で
約
�
万

�
千
人
が
訪
れ
ま
し
た
。　

回
目
を
迎
え

��

た
ま
つ
り
で
は
、
あ
り
が
と
う
の
思
い
が

込
め
ら
れ
て
お
り
、
大
切
に
受
け
継
が
れ

て
き
た
雛
人
形
や
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た

手
作
り
雛
が
民
家
や
商
店
な
ど
約
�
�
�

件
の
軒
先
で
、
お
客
を
お
出
迎
え
。
見
物

客
は
、
市
民
と
の
対
話
を
楽
し
ん
だ
り
、

お
気
に
入
り
の
お
雛
さ
ま
と
一
緒
に
記
念

撮
影
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て

勝
山
の
お
雛
ま
つ
り

伝統ある歴史に幕を下ろす伝統ある歴史に幕を下ろす
　落合高校・久世高校卒業式＆閉校式落合高校・久世高校卒業式＆閉校式
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まちの話題

このコーナーは、皆さんや支局から寄せられた情報で作成していきます

　

幕
末
に
備
中
松
山
藩
の
行
財
政
を
立
て

直
し
た
改
革
者
・
山
田
方
谷
ゆ
か
り
の
品

を
集
め
た
「
郷
土
に
眠
る
山
田
方
谷
展
」

が
�
月
�
日
〜　

日
の
�
日
間
、
旧
菅
野

��

邸
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
津
井
雛
の
文
化

ま
つ
り
を
主
催
す
る
や
ま
び
こ
会
の
企
画

で
今
回
が
初
。
地
域
住
民
ら
の
家
に
残
る

び
ょ
う
ぶ
や
掛
け
軸
な
ど
が　

点
展
示
さ

��

れ
、
方
谷
自
身
の
も
の
を
は
じ
め
門
人
ら

の
書
も
出
さ
れ
ま
し
た
。
ず
ら
り
と
並
ん

だ
郷
土
の
偉
人
ゆ
か
り
の
品
に
、
訪
れ
た

住
民
ら
は
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

びょうぶや掛け軸に見入る地域住民ら

方
谷
ゆ
か
り
の
書
ず
ら
り

郷
土
に
眠
る
山
田
方
谷
展

丁寧に見比べながらチェックする審査員

　

青
大
豆
・
キ
ヨ
ミ
ド
リ
の
品
評
会
（
湯

原
農
産
物
生
産
組
合
主
催
）が
�
月
�
日
、

市
役
所
湯
原
支
局
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
湯

原
、蒜
山
地
域
の
生
産
者　

人
が
出
品
し
、

��

�
人
の
審
査
員
が
粒
の
大
き
さ
や
形
、
色

の
よ
さ
な
ど
を
じ
っ
く
り
チ
ェ
ッ
ク
。
最

優
秀
、
優
秀
、
�
等
、
�
等
、
特
別
（
高

反
収
）
賞
と
成
績
を
つ
け
ま
し
た
。
キ
ヨ

ミ
ド
リ
は
甘
さ
と
豊
か
な
風
味
が
特
徴

の
、
真
庭
ブ
ラ
ン
ド
に
も
認
定
さ
れ
て
い

る
青
大
豆
で
、
昨
年
は　

・
� 
㌶ 
で
約　

㌧

��

��

の
収
穫
が
あ
り
ま
し
た
。

色
も
形
も�
粒
ぞ
ろ
い
�

第
�
回
青
大
豆
品
評
会

　　復興への願い届け

東日本復興支援チャリティ

ーコンサート（真庭市社協主

催）が、勝山文化センターで

行われ、約���人が参加しま

した。寄せられた義援金は、

日本赤十字社を通じて被災

地に送られ、復興に役立てら

れます。

����

　　環境とエネルギーの未来を考える

�真庭法人会社団化��周年

を記念して行われた講演会

に、市民ら約���人が参加し

ました。講師の中部大学教

授の武田邦彦さんが、原発

や領土問題などの社会問題

をユーモアを交えて語りま

した。

����

　　子育てに仕事、懸命にやってきました

平中スマヨさん（栗原）が

�月��日に百歳を迎えられ

ました。お父さんやお姉さ

んも��歳を超えても元気だ

ったという長生き家系。若

い頃は子育てと仕事の農業

に精を出し、今はのんびり

家で過ごされています。

����

　　体に伝わる太鼓の響きが聴衆を魅了

真庭市を中心に活動する和

太鼓集団早川太鼓が、結成

��周年記念公演を久世エス

パスで行いました。訪れた

聴衆は、オリジナル楽曲と

朗読される詩が織りなす世

界観に引き込まれ、太鼓の

響きを楽しみました。

����

　　興味を持つことが長寿の秘訣

下野春夫さん（下河内）が、

�月��日に百歳を迎えられ

ました。若い頃から探究心

や好奇心が旺盛だったそう

で、自動車運転免許を取得

したのは��歳。いろいろな

ことに興味を持ち、生き甲

斐にしてこられました。

����



乗って、撮っ
て、巡って�

ナルト列車
を楽しもう！

�

列車運行期
間�

平成２５年�
平成２６年�
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広
報
真
庭   
●
月
号

　�

が�

編
集
後
記�

　

美
作　

市
町
村
、
一
応
全
部
行
っ
た

��

こ
と
あ
り
ま
す
。
で
す
が
列
車
で
巡
る

美
作
は
見
え
る
風
景
が
違
う
ん
で
し
ょ

う
ね
。
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
ナ
ル
ト
列

車
。
実
は
ま
だ
姫
新
線
に
乗
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
ま
に
乗
る
ま
に
わ

く
ん
�
で
さ
え
ワ
ク
ワ
ク
し
て
し
ま
う

私
で
す
か
ら
、
姫
新
線
と
な
る
と
た
ぶ

ん
ド
キ
ド
キ
。
ナ
ル
ト
列
車
に
乗
り
込

ん
で
、
ち
ょ
っ
と
違
う
真
庭
と
美
作
を

楽
し
ん
で
み
よ
う
か
な
。 

江
崎

　

早
い
も
の
で
、
広
報
担
当
と
な
っ
て

あ
っ
と
い
う
間
に
�
年
が
経
過
し
、
カ

メ
ラ
の
使
い
方
や
編
集
の
や
り
方
に
も

慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
撮
影
や

編
集
に
つ
い
て
同
僚
に
相
談
す
る
と
、

ア
ド
バ
イ
ス
に
留
ま
ら
ず
指
摘
を
受
け

る
こ
と
に
…
。
ま
だ
ま
だ
学
ば
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と

再
認
識
し
ま
し
た
。
こ
の
編
集
後
記
も

勘
違
い
し
て
い
た
た
め
に
、
全
て
書
き

直
し
し
た
も
の
で
す
。 

小
山

　

消
防
団
の
一
員
と
し
て
、
今
年
も
無

火
災
ま
ち
づ
く
り
駅
伝
に
携
わ
り
ま
し

た
。
た
だ
し
今
年
の
大
会
が
い
つ
も
と

違
っ
た
の
は
、
当
日
朝
の
準
備
ま
で
は

会
場
に
い
た
け
ど
、
ス
タ
ー
ト
を
切
る

と
き
に
は
会
場
に
い
な
か
っ
た
こ
と
。

な
ん
と
！
予
定
日
よ
り
早
く
、
か
あ
ち

ゃ
ん
の
陣
痛
が
始
ま
っ
て
、
そ
の
ま
ま

出
産
と
な
り
ま
し
た
。
母
子
と
も
に
健

康
で
、
ひ
と
ま
ず
安
心
。
今
は
小
さ
い

け
ど
大
き
く
育
っ
て
ね
！ 

福
島

運
行
期
間
は
�
年
間

　

奈
義
町
出
身
の
漫
画
家
・
岸
本

斉
史
さ
ん
の
ヒ
ッ
ト
作
『
Ｎ
Ａ
Ｒ

Ｕ
Ｔ
Ｏ
―

ナ
ル
ト
―

疾
風
伝
』
が
描

か
れ
た
列
車
が
、
�
月
�
日
か
ら

平
成　

年
�
月
末
ま
で
姫
新
線
・

��

津
山
線
・
因
美
線
で
運
行
さ
れ
ま

す
。
市
内
を
走
る
時
間
は
日
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
公
式
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

初
日
は
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
も

　

初
回
運
行
日
と
な
る
�
月
�
日

に
は
、
美
作
地
域
の
主
要
駅
で
歓

迎
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

中
国
勝
山
駅
で
は
、
勝
山
中
学
校

の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
や
、
新
庄

村
の
餅
の
振
る
舞
い
な
ど
が
行
わ

れ
ま
す
。
ま
た
こ
の
日
は
津
山
線

な
ど
を
走
る
「
キ
ハ　

系
」
列
車

��

が
特
別
に
中
国
勝
山
駅
に
停
車
。

停
車
中
は
駅
構
内
が
無
料
開
放
さ

れ
、
自
由
に
見
学
で
き
ま
す
。

■
日
時　

�
月
�
日
�

午
後
�
時　

分
〜
午
後
�
時　

分

��

��

■
問
い
合
わ
せ
先　

商
工
観
光
課

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

記念事業を
　　楽しもう
　　　　vol.３

　

美
作
国
建
国
�
�
�
�
年
記
念
事
業
の
中
か

ら
、
今
月
は
「
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
―

ナ
ル
ト
―

列
車
」

の
運
行
と
、
同
列
車
の
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
�
㌻ 
に
関
連
記
事
）

岸本斉史 スコット／集英社・テレビ東京・ぴえろ
※写真は姫新線を走る予定の「キハ���系」（�両編成）
※写真は合成です

��������������������

��������

列車内でも
ナルトキャラが
お出迎え→

←キハ��系（ ��両編成）


